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主な内容

● 魅力あるまちづくりを進めるために 
　 ～協働のまちづくり条例を制定～　 　　     P ６

●  教育委員に山口 美保子氏　　   　　　　　 P10

● ３月２日受付開始 広報いしおか広告募集　   P11

市の人口と世帯　78,221人（前月比▲77人）　男38,718人　女39,503人　世帯数 30,212世帯   【１月１日現在】

エンゼルパトロールの活動の様子

特集　防犯・防災
あなたの気づきで救えること



罪
は
、
わ
た
し
た
ち
の
身
の
回

り
に
潜
み
、
い
つ
巻
き
込
ま
れ

る
か
分
か
ら
な
い
も
の
で
す
。
ニ
セ
電

話
詐
欺
、
空
巣
、
自
転
車
・
自
動
車
盗
難
、

車
上
ね
ら
い
、
ひ
っ
た
く
り
、
痴
漢
な

ど
生
活
の
場
に
忍
び
寄
っ
て
い
ま
す
。

害
は
、
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
地
震
、
火

災
、
雷
、
台
風
、
竜
巻
な
ど
は
、
当
た

り
前
の
日
常
生
活
を
大
き
く
変
え
て
し

ま
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
丸
４
年
が
経
と

う
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
10
月
の
台
風

18
号
も
記
憶
に
新
し
い
災
害
で
す
。

　

犯
罪
や
災
害
に
備
え
て
、
家
庭
、
地

域
、
警
察
、
消
防
、
学
校
、
行
政
な
ど

が
一
丸
と
な
り
、
今
で
き
る
こ
と
を
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
「
気
づ
き
」
が
防
犯
・

防
災
意
識
を
高
め
、
暮
ら
し
と
命
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

犯

特
集

　防
犯
・
防
災

あ
な
た
の
気
づ
き
で

　
　
　
　救
え
る
こ
と

災

10 月 6 日に発生した台風 18 号の災害を教訓
に、10 月 29 日、市消防本部は県防災航空隊
と合同で水難訓練を実施。霞ヶ浦沖合い（八木
第一舟溜り）での水難事故を想定し、要救助者
２人を救出しました。

広報いしおか２月１日号  №２２４　　２



罪への備え

犯罪データ

市
が
進
め
る
犯
罪
へ
の
備
え

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置
補
助

　

地
域
の
防
犯
対
策
と
し
て
、
各
自
治
会
（
町

内
会
）な
ど
生
活
環
境
の
安
全
を
図
る
た
め
に
、

防
犯
灯
を
設
置
す
る
自
治
会
な
ど
に
、
補
助
金

の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

エ
ン
ゼ
ル
パ
ト
ロ
ー
ル

　
『
防
犯
』
と
書
か
れ
た
帽
子
と
腕
章
を
身
に

着
け
、
散
歩
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
し
な
が

ら
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
。
子
ど
も
の
下
校
時
間
帯
や
薄
暗
く
な
っ

て
き
た
夕
方
の
時
間
帯
に
は
、
犯
罪
に
対
す
る

大
き
な
抑
止
効
果
が
あ
り
ま
す
。

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

　

市
内
小
中
学
校
の
通
学
路
を
巡
回
し
、児
童
・

生
徒
の
下
校
時
に
お
け
る
巡
回
指
導
お
よ
び
地

域
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
２
９
）

防犯への地域の取り組み
◀青少年を育てる
石岡市民の会東支
部は、地域の支援
により青少年健全
育成の諸活動を推
進しています。

1市のエンゼルパトロールを活用した防犯パ
トロールの実施
2石岡警察署の支援による青少年健全育成標
語掲示板作成
3こども 110 番の家との連携
4あいさつ、声かけ運動の展開
5年 2回の広報紙発行

年2回発行されている東支部だより▶

▲石岡警察署生活安全課
　　　　　　　　　安藤 義勝 課長

街頭活動の強化
1赤色灯を点灯してのパトロール
2立哨活動（朝を強化）
3補導・検問の強化
4広報活動の強化
5防犯ボランティアとの協働
6防犯メールの活用
7防災無線を使った注意喚起

防犯への石岡警察署の取り組み

□昨年のニセ電話詐欺
被害は、石岡市で8件、
被害総額は2,271万円

5防犯ボランティアとの協働

7防災無線を使った注意喚起

車上ねらい多発中
□車内に物が置いてある
「クルマ」が狙われます !!
□貴重品が入っていなくて
も、バッグは車内に残さな
い !!
クルマは金庫のかわりに
　　　　　なりません !!

ニセ電話詐欺を撃退
「レターパック・宅配便
で現金送れ !」は詐欺

３つの心得
■現金を送らない !
■現金を手渡さない !
■だまされたふり ! 石岡警察署から

犯

インタビュー

活動事例

種別 刑法犯
総数 空き巣 忍込み 居空き 自動車盗

H26 706 32 21 4 40

H25 826 62 25 7 73

種別 オート
バイ盗 自転車盗 車上

ねらい その他

H26 14 58 67 470

H25 18 95 46 500

石岡市刑法犯発生状況（平成 26 年 11 月末）

□車上ねらいは、現金、バッ
グ、ipod などが狙われや
すい

□ＤＶやストーカー被害な
ど、最悪な事態を未然に防
ぐため相談してほしい

□ニセ電話詐欺と車上
狙いに特に注意してほ
しい

□石岡警察署管内の刑
法犯は減少傾向

３　　広報いしおか２月１日号  №２２４

□ニセ電話詐欺の手法
は、現金を送る手口と
実際に犯人に手渡す手
口が主流



　害への備え

火
災 

件
数

火災の種類
件　数 損害額（千円）

H26 H25 H26 H25

建 物 火 災 14 23 106,521 65,515

林 野 火 災 1 6        15  0

車 両 火 災 6 8 645 1,801

その他の火災 9 9    5,656 330

計 30 46 112,837 67,646

▲火災の概要

救
助 

件
数

区　
　

分

出
動
件
数

（
件
）

救
出
人
員

（
人
）

合　
　

計

54

(+7)

47

(+13)

事
故

種
別

33

(+1)

23

(-4)

３

(-4）

３

(+1)

０

(0)

０

(0)

５

(+5)

14

(+14)

１

(0)

１

(0)

12

(+5)

6

(+2)

交
通

事
故

火
災

ガ
ス
・

酸
欠

自
然

災
害

機
械

事
故

そ
の
他

（ ） 内は前年比較 ▲救急出動状況

　

救
助
出
動
件
数
は
54
件
で
、
前
年
よ

り
７
件
増
加
し
て
い
ま
す
。
出
動
件
数

お
よ
び
救
出
人
員
は
交
通
事
故
に
よ
る

救
助
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
中
に
発
生
し
た
火
災
は
30

件
で
、
前
年
に
比
べ
る
と
16
件
減
少
し

ま
し
た
。

非常持ち出し品をチェック !!

　非常持ち出し品は、避難時にすぐ持ち出すべき必
要最低限の備えです。次の項目をチェックして、個
人や家庭の事情に合わせて必要なものだけを選びま
しょう。また、いつでも持ち出せるように非常持ち
出し袋などに入れて準備しておきましょう。

□飲料水（ペットボトル）
□食料
　□乾パン
　□クラッカー
□万能ハサミ

□雨具
□タオル
□替えの下着
□ウィンドブレーカー
□三角巾

□現金（小銭）
□預金通帳（コピー）
□健康保険証（コピー）
□印章
□携帯電話（充電器）

□手袋（軍手）
□トイレットペーパー
□ロウソク
□ライター
□ロープ
□懐中電灯
□携帯ラジオ
□乾電池
□生理用品
□めがね（予備）
□筆記用具

□帽子
□防災ずきん
□救急セット
□常備薬

□ウェットティッシュ
□マスク
□大型ビニール袋
□ガムテープ（布製）
□食用品ラップ

□笛
□使い捨てカイロ
□簡易トイレ

□ほ乳瓶・粉ミルク
□紙おむつ
□衛生用品
□母子手帳　など

市
が
進
め
る
災
害
へ
の
備
え

防
災
設
備
な
ど
の
充
実

　

電
話
や
テ
レ
ビ
が
使
用
不
可
能
で
も
、
正
確

で
迅
速
な
情
報
伝
達
が
で
き
る
よ
う
に
、
防
災

無
線
な
ど
の
整
備
を
し
て
い
ま
す
。災
害
時
は
、

市
内
に
設
置
し
て
い
る
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

市
民
の
皆
さ
ん
に
、災
害
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
広
報
車
や
市
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
、

緊
急
速
報
メ
ー
ル
な
ど
を
活
用
し
て
情
報
提
供

を
行
い
ま
す
。

水
の
確
保

　災
害
に
備
え
、
給
水
車
や
耐
震
性
貯
水
槽
に

よ
る
応
急
給
水
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
の
備
蓄
や
災
害
時

協
力
井
戸
で
の
給
水
協
力
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

食
料
、
生
活
必
需
品
な
ど
の
備
蓄

　被
災
し
て
自
宅
で
の
生
活
が
で
き
な
く
な
っ

た
時
の
た
め
に
、
避
難
所
と
な
る
市
内
の
小
・

中
学
校
な
ど
に
必
要
最
低
限
の
備
蓄
を
し
て
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

防
災
対
策
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
８
）

宮
城
県
多
賀
城
市
と
災
害
時
に

　
　相
互
応
援

　

12
月
25
日
、
多
賀
城

市
役
所
で
災
害
時
相
互

応
援
に
関
す
る
協
定
を

結
び
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

互
い
の
区
域
内
で
大
規

模
な
災
害
が
発
生
、
ま

た
は
発
生
の
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
に
、
生
活
必
要
物
資
の
提
供
や
運
搬
な

ど
相
互
応
援
を
す
る
も
の
で
す
。

　

多
賀
城
市
と
は
、
そ
の
昔
、
国
府
が
置
か
れ
た

共
通
点
か
ら
交
流
が
あ
り
、
東
日
本
大
震
災
時
に

も
物
資
の
提
供
を
し
て
い
ま
し
た
。

※
３
月
１
日
号
で
多
賀
城
市
を
紹
介
し
ま
す
。

食料品など 衣類など

貴重品 日用品

安全対策

あると便利 あると便利

妊婦さんは

１
人
あ
た
り

　
　

３
日
分

災

平成26年火災・救助・救急データ

広報いしおか２月１日号  №２２４　　４



救
急 

件
数

件名
件数

H26 H25

救急出動件数 3,414 3,439

救急搬送件数 3,148 3,148

不搬送件数 266 291

搬送人員 3,200 3,198

▲救急の概要

種別 火災 自然
災害 水難 交通 労働

災害
運動
競技

H26 28 5 0 376 39 5

H25 34 1 0 359 28 11

種別 一般
負傷 加害 自損

行為 急病 転院 その他

H26 466 18 35 2,016 369 57

H25 450 18 39 2,120 347 32

▲救急出動件数の内訳

を守る

災
で
一
番
恐
ろ
し
い
こ
と
、
そ
れ
は

人
命
が
失
わ
れ
る
こ
と
で
す
。
毎
年
、

数
人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
そ
の
多
く
が
65
歳

以
上
の
高
齢
者
で
す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
て
い
た
こ
と
で
、
火
災
発
生
に
早
く
気

付
き
救
わ
れ
た
事
例
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
住
宅
火
災
か
ら
大
切
な
命
や
財
産
を
守
る

た
め
に
も
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま

し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
て
、
乾
燥
し
た
季
節

風
が
吹
き
、
火
災
が

発
生
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
火
の
取
り
扱

い
や
後
始
末
に
は
細

心
の
注
意
が
必
要
で

す
。

平
成
26
年
の
出
火
原
因

１
位

コ
ン
ロ
・
か
ま
ど
・
炭
火
な
ど
（
６
件
）

２
位　

放
火
の
疑
い
（
３
件
）

３
位　

た
き
火
・
枯
草
焼
き
な
ど
（
３
件
）

火命

　

平
成
26
年
中
の
救
急
出
動
件
数
は
、

前
年
よ
り
25
件
減
少
し
ま
し
た
。
１
日

あ
た
り
の
出
動
件
数
は
約
9.4
件
で
、
こ

れ
は
、
私
た
ち
23
人
に
１
人
が
救
急
車

を
利
用
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

別
救
助
隊
は
、
火
災
や
交
通
事
故
な

ど
の
通
常
災
害
は
も
と
よ
り
、
地
震

や
風
水
害
な
ど
の
大
規
模
災
害
や
化
学
物
質
な

特

を
助
け
る
場
面
で
、
必
要
な
の
は
心

肺
蘇
生
法
な
ど
の
応
急
手
当
の
知
識

で
す
。
最
近
で
は
、
高
齢
者
の
救
急
搬
送
が
増

　女性消防団員を募集しています

　消防団活動に参加することで、いざという時に
ご家族やご近所の人など大切な人を守ることが

できます。大災害が
頻発する昨今、この
ような時だからこそ、
あなたの力が必要で
す。

■問い合わせ
消防本部総務課
☎ 23-0119

火

　災

救

　急

救

　助

命

加
し
、
救
急
車
が
到
着
し
た
と
き
に
は
、
す
で

に
心
肺
機
能
停
止
状
態
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
急
病
な
ど
、
そ
の
多
く
は
家
庭
内
で
発
生

し
て
お
り
、
家
族
の
命
が
助
か
る
か
ど
う
か
は

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
数
分
間
に
か
か
っ

て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

家
族
や
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
人
が
心
肺
蘇

生
法
な
ど
の
応
急
手
当
を
行
え
ば
、
尊
い
命
を

救
え
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

医
療
と
の
連
携

　

重
症
患
者
が
発
生
し
た
場
合
、
医
師
や
看
護

師
が
ヘ
リ
に
搭
乗
し
て
直
接
現
場
に
駆
け
付
け

処
置
を
す
る｢

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー｣

を

要
請
し
、救
命
率
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　消防署では、心肺蘇生法
やＡＥＤの使い方を含めた
救急講習会を実施していま
す。
■問い合わせ
石岡消防署　☎ 23-0119
八郷消防署　☎ 43-6491

ど
の
特
殊
災
害
時
に
も
出
動
し
ま
す
。
ま
た
救
助

工
作
車
Ⅲ
型
と
高
度
救
助
資
機
材
を
運
用
し
、
多

種
多
様
化
し
た
災
害
に
対
応
し
て
い
ま
す
。わたしたちが

　　　　守ります !!

５　　広報いしおか２月１日号  №２２４



魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

　
　
　
　

〜
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
制
定
〜

石
岡
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例

　
　
（
前
文
・
平
成
27
年
４
月
１
日
施
行
）

　

私
た
ち
の
住
む
石
岡
市
は
、
筑
波
山
か

ら
霞
ケ
浦
に
向
か
っ
て
、
豊
か
な
自
然
環

境
が
優
雅
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。長
い
間
、

常
陸
国
の
政
治
、
文
化
、
経
済
の
中
心
地

と
し
て
栄
え
て
き
た
石
岡
市
に
は
、
数
多

く
の
文
化
遺
産
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
先
人
た
ち
が
懸
命
に
生
き
た
証

で
あ
り
、
現
代
の
私
た
ち
は
、
そ
の
流
れ

の
先
端
に
生
ま
れ
育
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
真
の
豊
か
さ
を
求
め
よ
う

と
す
る
と
き
、
先
人
た
ち
が
守
り
、
培
っ

て
き
た
、
地
域
資
源
で
あ
る
自
然
環
境
、

歴
史
、
文
化
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

石
岡
市
を
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
、
住
ん

で
よ
か
っ
た
ま
ち
に
す
る
た
め
、
ま
ち
づ

く
り
の
主
人
公
で
あ
る
市
民
一
人
ひ
と
り

が
考
え
行
動
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
特

性
や
魅
力
を
い
か
し
、
よ
り
良
い
地
域
社

働
の
ま
ち
づ
く
り
と
は
…

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
な
ど
が
、
課
題

の
解
決
の
た
め
に
、
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
連

携
・
協
力
し
、
よ
り
良
い
地
域
社
会
を
つ
く
る

こ
と
で
す
。例

を
制
定
し
ま
し
た
。

石
岡
市
に
関
わ
る
「
す
べ
て
の
人
」

一
人
ひ
と
り
が
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
と
考
え
、

と
も
に
支
え
あ
い
、
連
携
、
協
力
し
て
、
よ
り

良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
目
指
し
た

の
が「
石
岡
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」で
す
。

力
あ
る
ま
ち
へ
―

市
民
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
さ
ら
に
充

実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
市
民
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
各
種
公
益
活
動
団
体
、
事
業
者
、
市
、

そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
合
わ
せ
て
、
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

協条魅

協働に必要なこと（基
本理念）

それぞれの―

特性や役割を理解し取
り組むこと

対等な立場で自主性と
自立性を尊重すること

必要な情報を提供し、
共有すること

協働のまちづくり推進委員会
　　　　　　　　  を設置します

▶委員は公募や市民公益活動団体などか
ら選任する予定です。

市民公益活動支援

▶協働のまちづくりを推進する市
民公益活動に支援を行うための施
策を行います。
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■問い合わせ
　生活環境課
　☎ 23-1111（内線 140）



『協働のまちづくりを考える』講演会

～協働ってどんなこと、
　　　　　　地域づくり　まちづくり～

日時：2月 11日（水）
　　　午前 10時～ 11時 40分
　　　午前９時 30分受け付け開始
場所：ふれあいの里石岡 ひまわりの館
定員：200 人（申し込み順）
講師：長谷川　幸介氏
講師プロフィール
茨城大学社会連携センター准教授
茨城大学協働のまちづくり研究会
茨城大学人文学部経済学科卒業
著書：「町内会物語」、「生涯学習とまちづくり」
ほか
申込方法：電話、ファックス、電子メールなど
でお申し込みください。
■申し込み・問い合わせ
生活環境課
☎ 23-1111（内線 140）
℻ 23-2225
     seikan@city.ishioka.lg.jp

会
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
、
石
岡
市
民
の

願
い
で
す
。

　

近
年
、少
子
高
齢
化
の
進
行
、市
民
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
、
地
方
分
権
の
進
展
な
ど
、

社
会
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
私

た
ち
は
、
環
境
、
福
祉
、
教
育
な
ど
暮
ら

し
に
密
接
に
関
わ
る
分
野
で
、
様
々
な
課

題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
に
は
、
市

民
と
市
が
連
携
、
協
力
し
、
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
一
層
大
切
で

す
。

　

 

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
市
民
公
益
活
動
団
体
、
事
業
者

及
び
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
分
担
し
、

ど
の
よ
う
に
連
携
、
協
力
し
て
い
く
べ
き

か
を
定
め
た
基
本
的
な
ル
ー
ル
が
必
要
な

こ
と
か
ら
、
こ
こ
に
石
岡
市
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

※
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
は
石
岡
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

市民討議会２０１４報告会を開催

　一般社団法人石岡青年会議所との協働事業で
「石岡市市民討議会 2014」を開催。
　市民討議会は今年度で２回目を迎え、参加を
申し出た 18人の市民の皆さんが「～Ｉラブい
しおか～　一緒に語ろう、あなたが子どもの笑
顔をつくる！」というテーマのもと、一人ひと
りの意見を大切に、討議を行いました。
　報告書の内容は、市と石岡青年会議所のホー
ムページで閲覧できます。

■市■
市民が市政に参加できる機会をつく
る／市民と連携協力するとともに協
働のまちづくりを推進するための適
切な施策を実施する

■市民の役割■
地域社会に関心を持ち、自らできる
ことを行動する／市民公益活動や市
の行う活動に積極的に参加する

■事業者■
市民公益活動を理解し協力する

■市民公益活動団体■
（ボランティア団体な
ど市民公益活動を継続
的に行う団体）
自ら持っている知識、
専門性をいかした活動
／積極的に市民公益活
動の情報を発信し、さ
らに市民などの参加と
協力を促す

■地域コミュニティ■
（地域住民などが自主的に参加、協
力する区、自治会など）
地域のつながりを強くし、地域住民
の積極的な参加により課題などの解
決に取り組む

それぞれの役割
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▲グループで話し合ったまちの未来を発表し、参加者全員と共有
します



　

親
子
で

い
き
い
き
体
力
ア
ッ
プ

　

12
月
12
日
、
林
小
学
校
で
筑
波
大

学
体
育
専
門
学
群
准
教
授
の
三
田
部

勇
い
さ
む氏
を
迎
え
「
親
子
で
い
き
い
き

体
力
ア
ッ
プ
教
室
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
親
子
で
体
操
を
し
た
り
鬼
ご
っ

こ
を
し
た
り
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
と
い
う
教
室
。

　

三
田
部
氏
は
「
茨
城
県
は
、
全
国

体
力
テ
ス
ト
で
小
中
学
生
の
ボ
ー
ル

投
げ
の
距
離
が
過
去
最
低
と
い
う
結

果
で
し
た
。
日
頃
運
動

す
る
機
会
が
減
っ
て
い

る
こ
と
が
体
力
低
下
に

つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
小
学
生
の
時
期

は
色
々
な
動
き
が
身
に

付
き
や
す
い
の
で
ぜ
ひ

今
日
の
体
操
を
活
用
し

て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
保
護
者
か

ら
は
「
子
ど
も
た
ち
と

運
動
し
た
こ
と
で
、
体

が
ほ
ぐ
さ
れ
た
以
上
に

心
が
ほ
ぐ
さ
れ
ま
し

た
」
と
好
評
。

　

児
童
か
ら
も
「
家
族

に
も
教
え
て
一
緒
に
体

操
を
や
っ
て
み
た
い
で
す
」「
普
段

あ
ま
り
外
で
遊
ば
な
い
の
で
体
力
が

な
い
こ
と
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
外
で
遊
ん
だ
り
体
操
を

し
た
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
な
ど

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

南
小
学
校
の
児
童
た
ち
が

介
護
体
験

　

11
月
25
日
、
南
小
学
校
で
有
料
老
人

ホ
ー
ム
ロ
イ
ヤ
ル
ハ
ウ
ス
石
岡
の
協

力
の
も
と
福
祉
体
験
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
５
年
生
を
対
象
に
、
車
い
す
の
押

し
方
、
寝
た
き
り
の
人
の
起
こ
し
方
、

体
に
重
り
を
付
け
て
お
年
寄
り
の
動

作
を
体
感
す
る
な
ど
、
介
護
す
る
側
と

さ
れ
る
側
の
両
方
を
体
験
で
き
る

企
画
で
す
。

　

矢
野
怜
菜
さ
ん
は
「
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
車
い
す
を
使
っ
て
い

る
の
で
、
車
い
す
の
押
し
方
が

た
め
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
リ
ー
ダ
ー
近
藤

尚
也
さ
ん
は
「
こ
の
体
験
を

き
っ
か
け
に
、
相
手
の
心
を
理

解
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ

て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
」

と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

里
山
で
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア

　

11
月
22
～
24
日
、
恋
瀬
地
区
大
増

の
特
設
会
場
で
第
21
回
や
さ
と
ク
ラ

フ
ト
フ
ェ
ア
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
八

郷
地
区
で
制
作
活
動
を
行
う
陶
芸
・

木
工
・
彫
金
・
ガ
ラ
ス
・
絵
画
・
染

織
な
ど
ク
ラ
フ
ト
作
家
た
ち
が
作
品

の
発
表
・
交
流
の
場
と
し
て
始
め
て

今
年
で
21
年
目
。

　

今
回
は
県
内
外
か
ら
合
わ
せ
て
約

70
人
が
出
展
し
ま
し
た
。
訪
れ
た
人

た
ち
は
作
品
を
手
に
取
り
な
が
ら
ク

ラ
フ
ト
作
家
た
ち
と
の
話
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

里
山
ま
つ
り
に
５
０
０
０
人

　

11
月
22
日
、
石
岡
の
秋
を
満
喫
し

て
も
ら
う
企
画
「
い
し
お
か
秋
の
里

山
ま
つ
り
」
を
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

で
開
催
し
５
０
０
０
人
が
来
場
し
ま

し
た
。

　

い
い
夫
婦
の
日
に
ち
な
ん
だ
特

別
企
画
と
し
てYasato de

ト
レ
タ 

レ
ス
ト
ラ
ン
へ
夫
婦
で
来
店
し
た
先

着
22
組
に「
福ふ

く
れ来

み
か
ん
の
ビ
ー
ル
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

　

大
温
室
前
で
は
、
地
元
の
食
材
を

使
っ
た
秋
の
味
覚
を
提
供
。
水
戸
黄

門
に
よ
る
餅
ま
き
で
は
「
黄
門
さ

ま
！
こ
っ
ち
こ
っ
ち
！
」
と
声
が
飛

まちの
話題
できごと

▲じゃんけん手つかみ。負けたらつかまれちゃうよ !

▲おばあちゃんたちは歩くときどんな感じかな？

▲お気に入りを見つける楽しい時間
広報いしおか２月１日号  №２２４　　８



び
交
い
、
餅
を
拾
っ
た
人
は
大
喜
び

の
様
子
で
し
た
。

原
風
景
を
残
し
た
い

　

筑
波
山
麓
茅
刈
り
隊

　

12
月
13
日
～
15
日
、
つ
く
ば
高
エ

ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
で
茅
刈

り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
の
里
１
０
０
選
に
も
選
ば
れ

た
八
郷
地
区
の
茅
葺
き
民
家
。
家
々

を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
こ
ま
め
な

手
入
れ
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
そ
こ

で
毎
年
、
家
主
と
筑
波
山
麓
茅
刈
り

隊
と
呼
ば
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、

研
究
所
の
敷
地
内
に
あ
る
茅
場
で
、

ス
ス
キ
を
刈
り
集
め
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
は
「
結
い
」
で
や
っ

て
い
た
茅
刈
り
の
作
業
で
す

が
、
今
で
は
地
域
に
茅
場
も

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
新
た
な
「
結
い
」

の
形
と
も
言
え
ま
す
。
今
年

で
11
年
目
を
迎
え
る
茅
刈
り

隊
に
は
、
市
内
外
か
ら
３
日

間
で
１
１
０
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
八
郷
の

茅
葺
き
民
家
は
未
来
に
残
し

た
い
貴
重
な
財
産
。
子
ど
も

の
頃
の
原
風
景
で
、
ほ
っ
と

さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
残
す
た
め
に
で

き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
手
伝
い
し

た
い
と
思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
」
と

い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

石
岡
ば
や
し
が
観
衆
を
魅
了

　

11
月
29
日
、
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
で
第
38
回
茨
城
県
郷
土
民

俗
芸
能
の
集
い
が
開
催
さ
れ
、
石
岡

囃
子
連
合
保
存
会
に
よ
る
県
指
定
無

形
文
化
財
「
石
岡
ば
や
し
」
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

　

勇
壮
な
獅
子
舞
と
軽
快
な
お
囃
子

に
よ
る
ひ
ょ
っ
と
こ
、
お
か
め
、
き

つ
ね
の
踊
り
が
演
じ
ら
れ
、
た
く
さ

ん
の
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。

市
内
の
芸
能
が
大
集
合

　

11
月
30
日
、
中
央
公
民
館
で
行
わ

れ
た
「
第
18
回
八
郷
芸
能
祭
」
に
約

３
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。
詩
吟
・

民
謡
・
舞
踊
の
愛
好
者
の
皆
さ
ん
に

よ
り
約
80
演
目
が
上
演
さ
れ
、
訪
れ

た
人
は
熱
心
に
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

交
通
遺
児
に
善
意
の
寄
附

　

12
月
15
日
、
石
岡
市
女
性
ド
ラ
イ

バ
ー
友
の
会
連
合
会
石
岡
支
部
（
支

部
長
小
貫
妙
子
）
か
ら
、
石
岡
地
区

交
通
安
全
対
策
推
進
協
議
会
（
会
長

今
泉
文
彦
市
長
）
の
交
通
遺
児
育
英

基
金
に
産
業
祭
バ
ザ
ー
の
収
益
金

５
万
円
が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。
市
役

所
を
訪
れ
た
小
貫
支
部
長
は
、「
交

通
事
故
で
死
亡
し
た
人
の
遺
児
な
ど

の
育
成
基
金
と
し
て
役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

心
技
体
を
育
て
る

親
善
武
道
大
会
に
２
６
７
人

　

12 
月
７
日
、
石
岡
運
動
公
園
体
育

館
、
石
岡
商
業
高
等
学
校
を
会
場
に

親
善
武
道
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
15
年
目
を
迎
え
る
親
善
武

道
大
会
は
、
弓
道
、
剣
道
、
柔
道
の

３
種
目
で
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で

２
６
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。　

▲お餅投げで大盛り上がり

▲背丈ほどある茅を 2 人 1 組で刈っていきます

▲土橋町の獅子が舞を披露しました

▲日本舞踊の発表
▲田崎副市長に寄附を手渡す女性ドライバ―友の会
の皆さん

▲真剣に柔道に取り組む子どもたち
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平
成
26
年
叙
勲
に
お
い
て
、
石
岡

市
か
ら
次
の
方
々
が
永
年
の
功
績
に

よ
り
晴
れ
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　
　
　
　

  （
順
不
同
・
敬
称
略
）

瑞宝単光章（防衛）
神長　和男
（元准陸尉）

瑞宝双光章（警察）
路川　信夫
（元県警部）

瑞宝単光章（防衛）
渡邉　孝夫
（元准陸尉）

瑞宝双光章（警察）
飯島　征
（元県警部）

瑞宝双光章（消防）
海老澤　啓一

（元小美玉市消防司令長）

叙
勲
・
褒
章

■
秋
の
叙
勲
■

瑞宝単光章
加藤　充

（元石岡市消防団副団長）

瑞宝双光章
藤井　徹

（元県農地局長）

瑞宝小綬章
三ツ井　洋司

（元生命工学工業技術
研究所首席研究官）

■
褒
章
■

藍綬褒章
菊地　和也

（元石岡市選挙管理委員会委員長）

○藍綬褒章
（らんじゅほうしょう）
　会社経営、各種団体での活動などを通じて、産業の振興、社会福祉の増進などに優れた業績を挙げ
た方または、国や地方公共団体から依頼されて行われる公共の事務（保護司、民生・児童委員、調停
委員などの事務）に尽力した方に授与されます。
○瑞宝章
（ずいほうしょう）
　国家または、公共に対し功労のあった方で、公務などに長年にわたり従事し、成績を挙げた方に授
与されます。

授与対象

山口　美保子
（敬称略）

教育委員会委員
　　（新任）

　

市
で
は
、
第
４
回
市
議
会
定
例
会

で
石
岡
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

同
意
を
受
け
た
山
口
美
保
子
氏
（
信

任
）
を
教
育
委
員
会
委
員
に
任
命
し

ま
し
た
。
任
期
は
、
平
成
26
年
12
月

22
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

　

ま
た
、
12
月
22
日
開
会
し
た
教

育
委
員
会
臨
時
会
で
、
教
育
委
員

長
に
岡
﨑
尚
俊
氏
が
引
き
続
き
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
長
の
任
期

は
平
成
26
年
12
月
22
日
か
ら
１
年

間
で
す
。

■
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
■

教
育
委
員

広報いしおか２月１日号  №２２４　１０



　

石
岡
地
区
交
通
安
全
対
策
推
進
協

議
会
か
ら
交
通
遺
児
に
見
舞
い
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
。

対
象　

事
故
当
時
、
石
岡
警
察
署
管

内
（
石
岡
・
小
美
玉
市
）
在
住
の
乳

幼
児
、
小
・
中
学
校
に
在
学
し
て
い

る
児
童
、
生
徒

※
平
成
26
年
４
月
１
日
以
降
に
交
通

遺
児
と
な
っ
た
場
合
が
対
象
で
す
。

見
舞
金
の
申
請
者
　
交
通
遺
児
を

養
育
す
る
石
岡
警
察
署
管
内
在
住
者

申
込
方
法　

次
の
書
類
を
添
え
て
、

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

1
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
が
発

行
す
る
交
通
事
故
証
明
書

2
交
通
事
故
に
よ
る
死
亡
を
確
認
で

き
る
書
面

3
交
通
遺
児
が
属
す
る
世
帯
全
員
の

住
民
票
の
写
し

見
舞
金
の
支
給
額　

交
通
遺
児
１
人

に
つ
き
５
万
円

申
請
期
間　

交
通
遺
児
と
な
っ
た
日

か
ら
２
年
以
内

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
（
内
線
１
６
９
）

３
月
２
日
、 

受
付
開
始

広
報
い
し
お
か
広
告
募
集

交
通
遺
児
の
た
め
に

　
―
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
―

日
時
　
３
月
２
日（
月
）

　
　
　

 

午
前
９
時
集
合

ご
注
意

　

受
け
付
け
は
先
着
順
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
申
し
込
み
の
順
番
を
決
定
す

る
「
く
じ
」
を
実
施
し
ま
す
。
午
前

９
時
に
秘
書
広
聴
課
に
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。

申
込
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
広

告
原
稿
を
添
え
て
直
接
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
広
告
原
稿
は
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
、

手
書
き
ど
ち
ら
で
も
可
で
す
。

＊
掲
載
で
き
る
広
告
は
、
公
共
性
を

損
な
う
恐
れ
の
な
い
も
の
と
し
、
政

治
・
宗
教
活
動
に
関
係
す
る
も
の
や

公
序
良
俗
を
害
す
る
も
の
な
ど
は
掲

載
で
き
ま
せ
ん
。

掲
載
号
　
５
月
１
日
号
〜
平
成
28
年

４
月
15
日
号
（
全
24
回
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

秘
書
広
聴
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１

（
内
線
２
１
３
）

■ 1日号 … 1 段４枠（半段８枠）
■ 15 日号 … 1 段５枠（半段 10枠）
※ 1段・半段どちらでも可。
■広告規格・料金（1回あたり）
1段【横 174㎜×縦 45㎜】 　20,000 円
半段【横 84㎜×縦 45㎜】　   10,000 円
■印刷色
1 日号・15日号ともに 2色刷り

84㎜

45
㎜

産業
募集

　　

行
財
政
改
革
の
テ
ー
マ
と
方
針
を

定
め
る
第
２
次
石
岡
市
行
財
政
改
革

大
綱
（
案
）
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

２
月
２
日
（
月
）
〜
16

日
（
月
）

閲
覧
場
所　

市
役
所 

政
策
企
画
課
・

　
　
　
　

八
郷
総
合
支
所 

総
務
課

※
第
２
次
石
岡
市
行
財
政
改
革
大
綱

（
案
）
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
閲

覧
で
き
ま
す
。

応
募
資
格　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在

学
者
・
市
内
に
事
務
所
の
あ
る
個
人
、

法
人
、
そ
の
他
の
団
体

提
出
方
法　

住
所
、
氏
名
（
ま
た
は

団
体
名
）、
連
絡
先
を
明
記
の
上
、　

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ

政
策
企
画
課　

☎
２
３
・
１
１
１
１

　
（
内
線
２
２
３
）

℻
２
２
・
５
２
７
６

　

 kikaku@city.ishioka.lg.jp

行
財
政
改
革

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集

１１　広報いしおか２月１日号  №２２４

くらし
交通

市政
募集

※今年度から申し込みが先着順
ではなくなりました。くじによ
る抽選で順番を決定しますの
で、ご注意ください。



予
備
自
衛
官
補
募
集
案
内

受
付
期
間　

①
１
月
８
日
（
木
）
～

３
月
24
日
（
火
）
②
７
月
１
日
（
水
）

～
９
月
18
日
（
金
）

※
①
で
採
用
予
定
数
に
達
し
た
場

合
、
第
２
回
（
②
）
は
実
施
し
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

応
募
資
格　
《
一
般
》
18
歳
以
上
34

歳
未
満
の
人
《
技
能
》
18
歳
以
上
で

国
家
免
許
資
格
を
有
す
る
人
（
資
格

に
よ
り
53
歳
以
上
～
55
歳
未
満
の

人
）

試
験　

①
４
月
10
日
（
金
）
～
14
日

（
火
）
②
10
月
２
日
（
金
）
～
５
日

（
月
）
※
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定
さ

れ
ま
す
。

合
格
発
表　

①
５
月
15
日
（
金
）

②
11
月
13
日
（
金
）

手
当
な
ど　

日
額
７
９
０
０
円
（
教

育
訓
練
参
加
日
数
分
支
給
）
※
教
育

訓
練
招
集
に
応
じ
て
教
育
訓
練
に
参

加
す
る
場
合
、
自
宅
か
ら
教
育
訓
練

実
施
駐
屯
地
ま
で
の
交
通
費
を
支
給

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

・
総
務
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
２
５
４
）

・
土
浦
地
域
事
務
所　

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
６
９
８
６

　

h
ttp

://w
w

w
.m

o
d

.g
o

.jp
/

pco/ibaraki/

　

h
q

1
-ib

arak
i@

p
co

.m
o

d
.

go.jp

平
成
26
年
度
防
災
（
災
害
）
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
研
修
会

　

い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害

に
備
え
、
防
災
意
識
の
高
揚
と
有
事

の
際
の
各
種
支
援
・
協
力
活
動
に
役

立
て
る
た
め
の
研
修
会
で
す
。

日
時　

３
月
14
日
（
土
）
午
前
８
時

～
午
後
４
時

場
所　

千
葉
県
西
部
防
災
セ
ン
タ
ー

ほ
か

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
で
、
災
害

時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の

あ
る
人
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
登
録
で
き
る
人

定
員　

30
人

参
加
費　

一
人
１
０
０
０
円
（
当
日

集
金
し
ま
す
）

申
込
方
法　

２
月
27
日
（
金
）
ま
で

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
２
・
２
４
１
１

新
春

　東
京 

ウ 

ォ
ー 

キ 

ン 

グ

日
に
ち　

３
月
５
日
（
木
）

集
合
場
所　

い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト
広

場集
合
時
間　

午
前
７
時
30
分

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人
（
20

歳
以
上
）

定
員　

30
人

内
容
（
予
定
コ
ー
ス
）

石
岡
＝
上
野
公
園
駐
車
場
―
寛
永

寺
（
本
堂
）
―
浄
名
院
（
八
万
四
千

体
地
蔵
）
―
谷
中
霊
園
（
徳
川
慶
喜

公
墓
所
な
ど
）
―
谷
中
銀
座
（
昼
食

休
憩
） 

―
全
生
庵
―
上
野
恩
賜
公
園

【
上
野
東
照
宮
～
上
野
大
仏
～
清
水

観
音
～
彰
義
隊
の
墓
】
―
ア
メ
ヤ
横

町
【
散
策
】
―
上
野
＝
石
岡

※
コ
ー
ス
・
時
間
帯
は
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費　

１
５
０
０
円
（
高
速
、
駐

車
場
、
保
険
代
な
ど
含
む
）

※
昼
食
は
含
み
ま
せ
ん
。

※
自
己
都
合
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル

は
、
返
金
し
ま
せ
ん
。

申
込
締
切　

２
月
10
日
（
火
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

し
、
当
選
者
の
み
に
通
知
し
ま
す
。

申
込
方
法　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
に

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

石
岡
警
察
署
か
ら

市
内
の
事
故
発
生
状
況
【
12
／
31
現
在
】

・
発
生
件
数　

３
３
０
件
（
＋
52
）

・
死
者
数　

６
人
（
＋
１
）

・
負
傷
者
数　

４
６
３
人
（
＋
90
）

・
物
損
事
故　

１
７
９
０
件

※
（　

）
内
は
前
年
比
の
増
減
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　

石
岡
警
察
署 

交
通
課

　

☎
２
８
・
０
１
１
０

情報
ネットワーク

石岡市役所
　☎ 23‐1111

八郷総合支所
　☎ 43‐1111

石岡消防署
　☎ 23‐0119

八郷消防署
　☎ 43‐6491

火災情報
　☎ 24‐1818

テレホンサービス
　☎ 0800‐800‐7766

募

集

ＨＰ
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■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

☎
２
４
・
０
３
２
２

八
郷
幼
稚
園

﹃
親
子
プ
レ
ス
ク
ー
ル
﹄
開
設

　

八
郷
幼
稚
園
で
は
、
子
育
て
支
援

を
目
的
と
し
た
﹃
親
子
プ
レ
ス
ク
ー

ル
﹄
を
開
催
し
ま
す
。
親
子
で
幼
稚

園
に
来
て
、
色
々
な
お
友
達
と
関
わ

り
な
が
ら
遊
ぶ
楽
し
さ
を
体
験
し
た

り
、
お
母
さ
ん
同
士
も
子
育
て
の
こ

と
な
ど
を
話
し
合
っ
た
り
し
な
が
ら

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

期
間　

４
月
～
12
月

場
所　

八
郷
幼
稚
園 

子
育
て
支
援

室対
象
者　

入
園
前
の
親
子

申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
入
会
費
（
お
や
つ
代
・
工
作
の
材

料
費
な
ど
）
が
か
か
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

八
郷
幼
稚
園

☎
４
３
・
１
０
４
６

霞
个
浦
学
講
座

　

こ
の
講
座
で
は
、
社
会
教
育
、
生

涯
学
習
の
機
会
と
し
て
の
み
な
ら

ず
、
未
来
の
霞
个
浦
に
貢
献
で
き
る

人
材
育
成
も
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

霞
个
浦
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
目
指
し

ま
せ
ん
か
。

対
象　

大
学
生
以
上
の
一
般
の
人

定
員　

各
35
人

場
所　

霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

講
師　

沼
澤 

篤
（
前
茨
城
大
学
特

任
教
授
）

《
第
12
講
﹁
霞
个
浦
の
歴
史
１　

古

代
～
近
世
﹂》

日
時　

２
月
８
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

《
第
13
講
﹁
霞
个
浦
の
歴
史
２　

明

治
以
降
﹂》

日
時　

３
月
８
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
は
、
①
受
講
希

望
講
座
名
②
受
講
者
氏
名
③
住
所
④

連
絡
先
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

県
霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
・
８
２
８
・
０
９
６
２

℻
０
２
９
・
８
２
８
・
０
９
６
７

介
護
技
術
講
習
会

日
時　

２
月
18
日
（
水
）

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所　

大
雅
荘
ひ
ま
わ
り
館

　
　
　
（
三
村
２
５
９
５
︲
２
）

内
容　

市
に
お
け
る
介
護
保
険
の
現

状
（
介
護
保
険
室
職
員
に
よ
る
説

明
）、
介
護
教
室
（
介
護
方
法
の
基

礎
知
識
に
つ
い
て
）

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
無

料
で
、
昼
食
を
ご
用
意
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
雅
荘 

安
田　

☎
２
４
・
０
７
３
１

国勢調査員を募集しています！
　
　平成 27 年 10 月１日に、５年に一度の国勢調査
が実施されます。市では『国勢調査員』として調査
業務に理解と熱意を持って携わってくれる人を広く
募集しています。
　業務期間は、８月中旬から 10 月の予定です。
報酬

おおむね３～６万円で、調査対象の数によって異な
ります。
応募用件

・満 20 歳以上で心身ともに健康な人
・税務・警察・選挙・暴力団に直接関係のない人
・責任を持って調査の事務を遂行できる人
・秘密を保持できる人
国勢調査員の仕事とは 
①市が開催する説明会に参加する
②担当する地域を確認する
③調査対象を訪問し、調査について説明した上で、
調査票の記入依頼・配布をする
④調査対象を再訪問し、記入済みの調査票を回収す
る
⑤自宅で調査票を整理・点検し、市へ提出する
■問い合わせ　
政策企画課　☎ 23-1111（内線 222）
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子
ど
も
会
な
ど
の
団
体
の

資
源
ご
み
回
収
に
補
助
金
を
交
付

　子
ど
も
会
な
ど
の
団
体
が
、
廃
品

回
収
を
年
２
回
以
上
実
施
し
た
場
合
、

予
算
の
範
囲
内
で
回
収
重
量
１
㎏
当

た
り
４
円
の
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
申
請
時
期
は
、
９
月
と
２
月

の
年
２
回
で
す
。

　

平
成
26
年
４
月

以
降
に
実
施
し
た

も
の
に
つ
い
て
は
、

２
月
中
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
は
、
事
前
に
登
録
が
必
要

で
す
。

補
助
金
申
請
に
必
要
な
も
の

①
取
引
業
者
伝
票
（
コ
ピ
ー
不
可
）

②
団
体
の
代
表
者
印

③
団
体
の
金
融
機
関
口
座
番
号

■
登
録
・
申
請
・
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
４
４
）

石
岡
地
区

使
用
済
み
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
を
回
収
し
ま
す

受
付
締
切　

２
月
13
日
（
金
）
ま
で

回
収
日　

２
月
16
日
（
月
）・
17
日

（
火
）・
18
日
（
水
）・
19
日
（
木
）

回
収
場
所　

Ｊ
Ａ
ひ
た
ち
野
三
村 

育
苗
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　

認
め
印

負
担
金
額

・
農
業
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン　

１
㎏

に
つ
き
17
・
１
円
《
参
考
》
軽
ト

ラ
ッ
ク
１
台
（
３
５
０
㎏
）
で
約

６
０
０
０
円

・
農
業
用
塩
化
ビ
ニ
ー
ル　

軽
ト

ラ
ッ
ク
１
台
に
つ
き　

１
０
０
０

円
、
普
通
ト
ラ
ッ
ク
１
台
に
つ
き

２
０
０
０
円

・
年
会
費

　一
律
１
０
０
０
円

　

回
収
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
回
収
時
に
重
量
を
測
定

ひまわりの館教室
～２月６日（金）から申込開始～
※電話でお申し込みください。定員になり次第締め切ります。

リ ラ ッ ク ス ヨ ガ 教 室
　ゆっくりとした呼吸に合わせながらポーズをし、心も身
体もリラックスした状態に導いていきます。
日時　２月 24 日、３月３・10・17・24 日（全 5 回・火）
　　　 午後１時 30 分～２時 30 分
講師　鈴木 加奈子氏　定員　20 人　参加費　無料

消しゴムはんこ教室
　専用の消しゴムを使って、消しゴムはんこを作りましょ
う。できたはんこで、か
わいい雑貨も作ります。
作りたい図案があればお
持ちください。
日 時　 ① ３ 月 ５ 日（ 木 ）
午後１時 30 分～３時 30
分 ② ３ 月 11 日（ 水 ） 午
前 ９ 時 30 分 ～ 11 時 30
分
講師　はんけしくんインストラクター 中嶋 亜希子氏
定員　各 8 人　参加費　1,000 円
■申し込み・問い合わせ
ふれあいの里石岡 ひまわりの館
☎ 35-1126

（午前８時 30 分から午後５時まで）※ 月曜日休館

フット＆レッグマッサージ教室
　足裏から腰までのマッサージと、足裏のオイルマッサー
ジを組になって行います。足全体の血液やリンパの循環が
良くなり、自分の健康状態の確認・維持に役立てましょう。
日時　３月６日（金）    1 時 30 分～３時
講師　佐藤 直子氏　定員　16 人　参加費　無料

お

知

ら

せ
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し
、
重
さ
に
応
じ
た
負
担
金
が
か
か

り
ま
す
。
持
ち
込
み
前
に
洗
浄
と
土

砂
振
い
落
と
し
の
徹
底
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

・
Ｊ
Ａ
ひ
た
ち
野
本
店 

営
農
経
済

セ
ン
タ
ー

☎
５
６
・
５
８
０
２

・
農
政
課

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
１
５
４
）

八
郷
地
区

食
用
廃
油
回
収
を
実
施

　

食
用
廃
油
の
回
収
を
次
の
日
程
で

行
い
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
職
員
が
自
宅
に
伺
い

ま
す
。

○
２
月
26
日
（
木
）
柿
岡
地
区
・
小

幡
地
区
・
葦
穂
地
区
・
恋
瀬
地
区

○
27
日
（
金
）
瓦
会
地
区
・
園
部
地

区
・
林
地
区
・
小
桜
地
区

締
め
切
り　

回
収
日
の
前
日
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

八
郷
総
合
支
所　

総
務
課

☎
４
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
３
３
７
）

県
有
地
売
却
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
職
員
住
宅
跡
地
な
ど
、

現
在
は
利
用
し
て
い
な
い
施
設
の
土

地
や
建
物
を
、
個
人
や
法
人
へ
売
却

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
土
地
・
建

物
は
、
住
宅
や
事
務
所
と
し
て
利
用

で
き
る
物
件
と
な
っ
て
お
り
、
ど
な

た
で
も
安
心
し
て
購
入
で
き
ま
す
。

《
石
岡
市
の
売
却
物
件
》

住
所
／
府
中
五
丁
目
７
９
１
５
番

８
、
面
積
／
１
１
３
１
・
２
２
㎡
、
価

格
／
１
６
５
１
万
円
、
地
目
／
宅
地

※
先
着
順
の
売
却
に
な
る
た
め
、
お

早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

県
総
務
部
管
財
課    

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
２
３
８
０

　
　登
記
相
談
の

　
　事
前
予
約
サ
ー
ビ
ス

　

水
戸
地
方
法
務
局
で
は
、

２
月
２
日
（
月
）
か
ら
登
記

に
関
す
る
相
談
が
事
前
予
約

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
、
登
記
相
談
が
重
複
し
た

場
合
、
待
ち
時
間
が
発
生
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
解

消
さ
れ
利
用
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
数
多
く
の
相
談
を

受
け
る
た
め
、
相
談
時
間
は

一
人
20
分
と
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

水
戸
地
方
法
務
局
土
浦
支
局

☎
０
２
９
・
８
２
１
・
０
７
８
３

相
続
登
記
相
談
を

　
　
　
　
　無
料
で
実
施

　

県
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所
で
２

月
の
１
か
月
間
を
﹁
相
続
登
記
は
お

済
み
で
す
か
月
間
﹂
と
し
、
無
料
で

相
続
登
記
に
関
す
る
相
談
を
受
け
ま

す
。
事
前
予
約
に
な
り
ま
す
。
各
司

法
書
士
事
務
所
へ
ご
予
約
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ　

茨
城
司
法
書
士
会

☎
０
２
９
・
２
２
５
・
０
１
１
１

　
　登
記
相
談
の

　
　登
記
相
談
の

　
　登
記
相
談
の

　
　登
記
相
談
の

石岡・八郷学校給食センター
給食物資納入希望者へ

受付期間　２月２日（月）～13日（金）
届出資格　原則として市内の業者（個人または法人）
給食物資
１．鶏肉類（鶏肉・鶏卵）
２．豚肉類（豚肉・ハム・ウインナー）
３．豆腐類（豆腐・油揚げ・こんにゃく類）
４．野菜類（生野菜・いも類・果実類）
５．乾物類（小麦粉・スパゲティ・マーガリン・ジャムなど）
６．調味料類（油・砂糖・醤油・味噌・塩・
ソース）
７．冷凍食品（冷凍食品・冷凍野菜）
８．その他（デザート類・生クリーム・
納豆など）
※納豆は、石岡給食センターのみでの受け入れになりますの
でご注意ください。
提出書類
１．給食センターの給食物資納入指名参加願
２．市税完納証明書など
※納税義務のある法人代表者も市税を完納していることが要
件となります。窓口申請の際は、給食物資指名参加願に使用
する旨を伝えてください。
３．食品衛生監視票の写し（保健所発行のもの）
※食品衛生監視票は事前に保健所に依頼してください。
提出先　石岡学校給食センター（正上内 16-16）
　　　　八郷学校給食センター（須釜 1300-1）
■問い合わせ
石岡学校給食センター　☎ 22-6286
八郷学校給食センター　☎ 36-5252
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1
月
の
上
旬
は
、
新
年
の
顔
合

わ
せ
と
な
る
賀
詞
交
換
会
や
出
初
式

な
ど
、
恒
例
の
行
事
が
続
き
ま
す
。 

　

６
日
は
石
岡
商
工
会
議
所
が
主
催

す
る
賀
詞
交
歓
会
で
、
市
内
の
商

工
業
や
各
種
団
体
の
代
表
者
な
ど

1
5
0
人
が
集
う
中
、
様
々
な
方

と
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。 

　

私
は
席
上
の
挨
拶
で
、
こ
の
1

年
間
で
市
の
良
さ
を
他
に
知
ら
せ
る

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
、
効
果

的
に
波
及
し
た
こ
と
を
感
謝
と
と
も

に
報
告
し
ま
し
た
。 

■
ふ
る
さ
と
納
税
が
茨
城
県
1
位

と
な
る
2
億
円
を
突
破
。 

■
柏
原
工
業
団
地
へ
の
企
業
誘
致
が

順
調
に
運
び
、
約
3
0
0
人
の
雇

用
が
見
込
ま
れ
る
。 

■
朝
日
ト
ン
ネ
ル
の
効
果
に
よ
り
、

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
な
ど
の
観
光
施
設

が
２
割
以
上
の
集
客
を
記
録
し
た
。 

■
東
京
都
文
京
区
と
宮
城
県
多
賀
城

市
と
の
交
流
が
生
ま
れ
た
。 

■
石
岡
の
お
ま
つ
り
が
過
去
最
高
の

人
出
と
な
っ
た
。 

■
全
国
史
跡
整
備
市
町
村
協
議
会
の

関
東
大
会
が
、
こ
の
秋
に
石
岡
市
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

■
石
岡
市
を
舞
台
と
し
た
Ｔ
Ｖ
放
映

が
続
き
、訪
れ
る
人
が
増
え
て
い
る
。 

　

こ
の
よ
う
な
報
告
を
し
た
と
こ

ろ
、
乾
杯
の
後
に
と
あ
る
男
性
が
質

問
を
し
て
き
ま
し
た
。 

「
市
長
さ
ん
、
多
賀
城
市
と
は
ど
ん

な
縁
が
あ
っ
て
ど
の
よ
う
な
交
流
が

生
ま
れ
た
の
で
す
か
？
」 

「
多
賀
城
市
は
陸
奥
国
の
国
府
が
置

か
れ
た
処
で
、
石
岡
市
と
同
じ
よ
う

な
古
い
歴
史
を
持
つ
史
都
で
す
。
そ

の
よ
う
な
共
通
項
か
ら
今
回
の
災
害

協
定
に
至
っ
た
の
で
す
」 

　

そ
う
答
え
る
と
、
男
性
は 

「
調
印
式
は
い
つ
、
ど
こ
で
行
っ
た

ん
で
す
か
」 

　

私
は
、
経
過
を
話
し
ま
し
た
。 

「
12
月
25
日
に
多
賀
城
市
役
所
を
訪

れ
、
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
」  

　

調
印
式
で
、
菊
地
健
次
郎
・
多
賀

城
市
長
と
私
が
挨
拶
し
た
後
、
協
定

書
に
署
名
を
交
わ
し
ま
し
た
。 

　

私
は
挨
拶
で
こ
う
言
い
ま
し
た
。 

「
と
も
に
1
3
0
0
年
の
歴
史
を
持

つ
両
市
が
、
貴
い
縁
と
相
互
理
解
の

も
と
に
災
害
時
応
援
協
定
を
結
ぶ
こ

と
は
、
市
民
の
安
心
安
全
を
確
保
す

る
上
で
、
大
変
重
要
な
意
味
を
持
ち

ま
す
。
両
市
の
絆
を
深
め
、
協
定
の

実
効
性
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」 

　

菊
地
市
長
は
こ
う
述
べ
ま
し
た
。 

「
す
で
に
九
州
の
太
宰
府
市
な
ど
10

を
超
え
る
都
市
と
災
害
時
に
助
け
合

え
る
関
係
を
結
ん
で
い
ま
す
。
石
岡

市
さ
ん
と
は
、
歴
史
的
な
共
通
点
も

多
い
し
、今
後
の
交
流
が
楽
し
み
で
す
」 

　

調
印
後
に
、
菊
地
市
長
の
実
家
が

私
と
同
じ
書
店
だ
っ
た
こ
と
を
知

り
、
こ
れ
も
ま
た
共
通
点
だ
と
思
っ

た
も
の
の
、
交
わ
し
た
署
名
の
達
筆

な
こ
と
、
雲
泥
の
差
と
は
こ
の
こ
と

だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。 

　

そ
ん
な
こ
と
を
話
す
と
、
男
性
は

笑
っ
て 

「
市
長
さ
ん
の
字
は
味
が
あ
る
か
ら

い
い
ん
で
す
よ
。
今
年
も
、
市
を
良

く
す
る
た
め
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」 

　

そ
の
あ
り
が
た
い
言
葉
に
、
私
は

深
々
と
頭
を
下
げ
ま
し
た
。

市
長
日
記
⑫

１
月
６
日
（
火
）

北
国
の
史
都
へ

今
泉 

文
彦

文
と
写
真

▲災害協定を結び、両市の連携を約束しました

11
月
10
日
開
催

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
7

　生
涯
現
役
を
目
指
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　ま
ち
づ
く
り

◎
団
体　

半
田
地
区
の
皆
さ
ん

　

参
加
者
は
16
人
、
座
談
会
方
式
で

行
い
ま
し
た
。

　

市
長
か
ら
就
任
後
一
年
が
経
過
し

た
の
で
、
交
流
人
口
の
増
加
策
、
新

庁
舎
の
建
設
、
ラ
ン
ド
セ
ル
給
付
事

業
な
ど
、
公
約
の
進
捗
状
況
の
報
告

を
含
め
た
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
、
現
状
も
含
め
て
活

発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

秘
書
広
聴
課

☎
２
３
･
1
1
1
1

　
（
内
線
２
１
２
）

半田地区の皆さんから出された意見

1八郷地区は農業に従事している人が多
く、高齢化や後継者不足が大きな問題に
なっている。土地の利点や資源を活かした
農業振興策が必要。また、芸術家が多く在
住しているので、農業とタイアップして何
かできないか。
2耕作放棄地対策として、笠間市で好評を
得ている宿泊施設付き市民農園（クライン

ガルテン）を取り入れてはどうか。都市住
民との交流も図れる。
3人口減少対策として、婚活や企業誘致が
考えられるが、公共下水道など生活環境整
備の充実も必要と思われる。
4生涯現役プロジェクトとして「人生いろ
どり」の映画のように、自分たちで稼げる
農業の仕組みづくりができないか。
5支所に婦人会が運営する食堂などを設置
できないか。

開催地区

開催団体

募集中 !

広報いしおか２月１日号  №２２４　１６



　

６
人
に
一
人
が
介
護
を
受
け
て
い

る
今
、
介
護
が
必
要
に
な
る
、
そ
の
前

に
介
護
予
防
を
考
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
介
護
予
防
は
家
の
中
に
閉
じ
こ

も
ら
ず
、
外
に
出
て
み
ん
な
と
楽
し
く

過
ご
す
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

い
き
い
き
活
動
に
参
加
し
て
介
護

予
防
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

移
動
中
の
車
内
で
は
、
介
護
予
防
に
関

す
る
お
話
や
講
習
な
ど
を
行
い
ま
す
。

※
生
涯
現
役
プ
ラ
チ
ナ
応
援
事
業
の

対
象
で
す
。

日
に
ち　

２
月
13
日
（
金
）

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

※
介
助
者
が
同
行
す
る
場
合
は
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

コ
ー
ス　

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
（
株
）
茨

城
工
場
で
ビ
ー
ル
の
製
造
工
程
を
見

学
、
あ
み
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
で
昼
食
を

兼
ね
た
お
買
い
物

参
加
費　

無
料

※
昼
食
代
は
自
己
負
担
で
す
。

申
込
方
法　

２
月
６
日
（
金
）
ま
で

に
高
齢
福
祉
課（
長
寿
い
き
い
き
館
）

へ
直
接
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
郵
送
・
電
子
メ
ー
ル
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
申
し
込
み
は
お
受

け
で
き
ま
せ
ん
。

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
福
祉
課
（
長
寿
い
き
い
き
館
）

☎
２
３
・
１
１
１
１
（
内
線
１
５
３
）

開館時間 午前 10 時～午後８時
休館日 木曜　問い合わせ　☎ 27-5171
まちかど情報センター駐車場（向かい側）・
臨時駐車場（土橋通り）を利用ください。

情報センター
　　　ニュース

ま ち か ど

２月のコミュニティ

ルネッ散歩 いしおか雛巡り

▼
い
し
お
か
雛
巡
り
の
飾
り
つ
け

（
２
月
５
日
か
ら
始
め
ま
す
）、
期

間
中
ま
ち
に
来
ら
れ
た
お
客
さ
ま

の
接
待
、
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。
学
生
さ
ん
、
主
婦

の
皆
さ
ん
、
大
歓
迎
で
す
！

▼
毎
月
第
３
土
曜
日
に
開
く
か
ら
３

・
土
・
市
（
サ
ン
ド
市
）。
中
心
街
の

店
先
を
借
り
て
、趣
味
の
手
作
り
品
、

園
芸
品
な
ど
を
展
示
販
売
。
新
鮮
野

菜
も
並
び
ま
す
。
参
加
者
募
集
中
。

日
時　

第
３
土
曜
日  

　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

場
所　

香
丸
・
中
町
・
御
幸
通
り

の
参
加
店
前
、
ま
ち
か
ど
情
報
セ

ン
タ
ー

折
り
紙
教
室　

28
日
（
土
）

時
間
／
午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
／
み
ん
な
の
広
場

育
児
サ
ー
ク
ル
（
わ
ん
に
ゃ
ん

キ
ッ
ズ
） 
対
象 
未
就
園
児
（
０

～
４
歳
）

毎
週
火
曜
日 

午
前
10
時
15
分
か
ら

ち
り
め
ん
小
物（
※
今
月
は
中
止
）

　

毎
月
第
１
・
３
土
曜
日 

午
後
１

時
か
ら

心
と
体
の
健
康
相
談　

４
日
・
11

日
（
水
）
午
前
10
時
30
分
～
午
後

１
時

今月のサンド市は 21 日

歴
史
絵
巻
情
景
飾
り

日
時　

２
月
14
日
（
土
）
～
３
月
３
日
（
火
）

場
所　

情
報
セ
ン
タ
ー
特
設
ス
テ
ー
ジ

１
３
０
０
年
常
府

石
岡
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る

　

常
府
石
岡
を
象
徴
す
る
歴
史
遺
産
（
国
府

跡
・
府
中
城
、
總
社
宮
、
国
分
寺
な
ど
）
を

巡
り
、
い
や
し
、
浄
化
、
生
命
、
開
運
の
パ

ワ
ー
を
吸
収
し
よ
う
。

日
時　

２
月
22
日
（
日
）

　
　
　

・
午
前
９
時
45
分
集
合

　
　
　

・
午
前
10
時
出
発

介
護
予
防　

お
出
か
け
企
画

　
　
　
　

い
き
い
き
活
動
事
業　

第
３
弾

ボランティア募集

福　祉

高齢者

介護予防のポイント
・適度な運動をしましょう。
・よく食べよく笑いましょう。
・一日３回バランス良く食べましょう。
・用事を見つけて外に出ましょう。
・家族や友人との交流を楽しみましょう。

１７　広報いしおか２月１日号  №２２４

情景飾りとは…？
　いしおか雛巡りに来てく

れたお客さまをびっくりさ

せたい、面白がらせたい！

という思いから、雛人形を

石岡にまつわる歴史上の人

物に見立て、物語風に飾っ

ています。
　毎年テーマを変え、特設ス

テージに現れる雛飾りは、本気

になって遊ぶ大人の壮大なおま

まごと。昔、子どもだった大人

の童心をくすぐりますよ。



秋
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
市
民
大
会

11
月
９
日
・
柏
原
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・

男
子

優　

勝　

大
図
・
峰
組

準
優
勝　

志
岐
・
三
宅
組

第
３
位　

中
野
・
吉
田
組

女
子

優　

勝　

佐
藤
・
山
口
（
恵
）
組

準
優
勝　

川
﨑
・
大
羽
組

第
３
位　

磯
山
・
永
井
組

石
岡
市
・
か
す
み
が
う
ら
市
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団　

第
28
回
石
岡
ブ

ロ
ッ
ク
交
流
大
会
（
駅
伝
）

11
月
30
日
・
石
岡
運
動
公
園
陸
上
競

技
場

個
人
競
争
１
・
２
年
生
の
部

第
１
位　

荒
木
千
太
郎
（
瓦
会
ス
ポ

　
　
　
　

ー
ツ
少
年
団
）

第
２
位　

大
久
保
悠
馬
（
下
稲
吉
小

　
　
　
　

ヤ
ン
グ
パ
ワ
ー
ズ
）

第
３
位　

鈴
木
惺
太
（
八
郷
南
ジ
ュ

　
　
　
　

ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

駅
伝
競
走
男
子
３
・
４
年
生
の
部

第
１
位　

石
岡
東
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク

　
　
　
　

ラ
ブ
Ａ

第
２
位　

杉
並
ラ
イ
オ
ン
ズ

第
３
位　

下
稲
吉
小
ヤ
ン
グ
パ
ワ
ー
ズ

駅
伝
競
走
女
子
３
・
４
年
生
の
部

第
１
位　

石
岡
南
Ｊ
Ｖ
Ｃ

第
２
位　

東
成
井
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｌ
Ｓ

第
３
位　

八
郷
南
・
瓦
会
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　

少
年
団

駅
伝
競
走
男
子
５
・
６
年

第
１
位　

園
部
Ａ

第
２
位　

石
岡
東
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク

　
　
　
　

ラ
ブ
Ａ

第
３
位　

下
稲
吉
小
ヤ
ン
グ
パ
ワ
ー

　
　
　
　

ズ
Ａ

駅
伝
競
走
女
子
５
・
６
年
の
部

第
１
位　

東
少
年
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

第
２
位　

東
成
井
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｌ
Ｓ

第
３
位　

石
岡
南
Ｊ
Ｖ
Ｃ

第
18
回
石
岡
レ
デ
ィ
ー
ス
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会

11
月
16
日
・
八
郷
総
合
運
動
公
園

Ａ
ク
ラ
ス

優　

勝　

本
多
・
大
崎
ペ
ア
（
岩
間

　
　
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
）

Ｂ
ク
ラ
ス

優　

勝　

山
口
・
小
松
崎
ペ
ア
（
Ｌ

　
　
　
　

＆
Ｂ
、
東
バ
ド
ク
ラ
ブ
）

Ｃ
ク
ラ
ス

優　

勝　

小
倉
・
斉
藤
ペ
ア
（
恋
南

　
　
　
　

ク
ラ
ブ
）

Ｄ
ク
ラ
ス

優　

勝　

枝
川
・
飯
塚
ペ
ア
（
八
郷

ク
ラ
ブ
）

11
月
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
結
果

11
月
11
日
・
月
例
大
会

優　

勝　

東
光
ク
ラ
ブ

準
優
勝　

鹿
の
子
チ
ー
ム

第
３
位　

栄
松
チ
ー
ム

11
月
13
日
・
県
南
親
善
大
会

優　

勝　

鹿
の
子
チ
ー
ム

11
月
19
日
・
常
陸
野
親
善
大
会

準
優
勝　

こ
い
せ
チ
ー
ム

第
３
位　

城
南
チ
ー
ム

第
５
回
石
岡
市
長
杯
ミ
ニ
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

男
子

優　

勝　

大
久
保
ミ
ニ
バ
ス（
日
立
市
）

準
優
勝　

菅
谷
東
ミ
ニ
バ
ス（
那
珂
市
）

第
３
位　

石
岡
Ｋ
Ｉ
Ｄ
（
石
岡
市
）

第
３
位　

下
稲
吉
東
Ｍ
Ｂ
Ｃ
（
か
す

　
　
　
　

み
が
う
ら
市
）

女
子

優　

勝　

都
和
レ
ッ
ド
ウ
イ
ン
グ
ス

　
　
　
　
（
土
浦
市
）

準
優
勝　

東
成
井
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス　

　
　
　
　
（
石
岡
市
）

第
３
位　

石
岡
Ｋ
Ｉ
Ｄ
（
石
岡
市
）

第
３
位　

羽
生
ミ
ニ
バ
ス（
行
方
市
）

石岡市体育協会に加
盟しているスポーツ
団体の大会結果など
をお知らせします。
石岡運動公園
☎ 26-7210
八郷総合運動公園
☎ 43-6884
石岡海洋センター
☎ 23－5191　
柏原野球公園管理事務所
☎ 23-8158
朝日スポーツ交流施設
☎ 43-6884

結
果

会員募集
団体紹介７　
ターゲット・バードゴルフ部

　ターゲット・
バードゴルフ
部会員は 149
人です。ひまわ
りの館、八郷総
合運動公園で休館日を除き、毎日練習し
ています。初心者のための講習会や、会
員の親交を深めるため毎年、石岡・八郷
交互に交流大会を行っています。
　バードゴルフは楽しみながら、健康づ
くり、仲間づくりができる生涯スポーツ
です。興味のある人はお気軽にご参加く
ださい。
■問い合わせ　
市体育協会　
ターゲット・バードゴルフ部　（大槻）
☎ 46‒3757

広報いしおか２月１日号  №２２４　１８



     

骨
粗
鬆
症
勉
強
会

　

年
齢
と
と
も
に
誰
に
で
も
起
こ
る

可
能
性
の
あ
る
「
骨
粗
し
ょ
う
症
」

を
防
ぐ
に
は
日
々
の
食
事
や
運
動
が

大
切
で
す
。

　

食
事
の
こ
と
、
運
動
の
こ
と
を
栄

養
士
や
運
動
指
導
士
か
ら
学
び
ま

す
。
正
し
い
姿
勢
や
ス
タ
イ
ル
で
、

い
つ
ま
で
も
若
々
し
さ
を
保
ち
ま

し
ょ
う
！

日
時　

①
２
月
26
日
（
木
）
午
後
１

　
　
　

時
30
分
〜
３
時
30
分
（
受
け

　
　
　

付
け
１
時
〜
１
時
30
分
）　

　
　
　

②
３
月
２
日
（
月
）
午
前
９

　
　
　

時
30
分
〜
午
後
12
時
（
受
け

　
　
　

付
け
９
時
〜
９
時
30
分
）

場
所　

①
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　

　
　
　

②
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

 

定
員　

各
回
30
人
（
先
着
）

申
込
開
始　

２
月
２
日
（
月
）
か
ら

申
込
方
法　

各
実
施
保
健
セ
ン
タ
ー

に
直
接
、
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

   

ピ
カ
ピ
カ
歯
磨
き
教
室

　

未
就
学
児
を
対
象
に
、歯
科
診
察
・

歯
磨
き
指
導
・
フ
ッ
化
物
塗
布
を
行

い
ま
す
。
２
歳
児
母
子
歯
科
健
診
に

合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

日
時　

①
２
月
４
日
（
水
）
午
後
１

　
　
　

時
〜
１
時
20
分

　
　
　

②
20
日
（
金
）
午
後
１
時
20

　
　
　

分
〜
１
時
40
分

場
所　

①
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

②
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

定
員　

各
回
10
人
（
先
着
）　　

申
込
締
切　

実
施
日
の
前
日
ま
で

　
「
が
ん
検
診
推
進
事
業
」

    

無
料
ク
ー
ポ
ン
券

　

２
月
下
旬
利
用
終
了

　

５
月
下
旬
に
対
象
者
に
郵
送
し
た

「
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ（
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
在
中
）」
の
種
類
に
よ
っ
て

子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
・

大
腸
が
ん
検
診
が
無
料
で
受
け
ら
れ

ま
す
。
大
腸
が
ん
検
診
は
、
申
し
込

み
の
後
に
検
査
キ
ッ
ト
を
郵
送
し
ま

す
。
利
用
は
２
月
27
日
（
金
）
ま
で

で
す
。お
早
め
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
子
宮
頸
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診

の
利
用
は
、
２
月
28
日
（
土
）
ま
で

で
す
。

     
風
し
ん
抗
体
検
査

　

県
で
は
妊
娠
前
の
女
性
を
対
象

に
、
風
し
ん
抗
体
検
査
（
無
料
）
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

申
込
締
切　

３
月
31
日
（
火
）

　

詳
し
く
は
、
茨
城
県
保
健
予
防
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ　

県 

保
健
予
防
課　

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
３
２
１
９

★
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
２
４
・
１
３
８
６　

℻  
２
４
・
４
６
３
８

★
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
４
３
・
６
６
５
５　

℻  
４
４
・
１
４
９
２

　

こ
こ
ろ
と
い
の
ち
の
電
話
相
談　

毎
月
第
２
火
曜
日　

　

午
前
９
時
〜
正
午
、午
後
１
時
〜
４
時
（
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

★ ★

 

講
座
・
教
室

各保健センターでは各種相談を随時行っています。お気軽にご相談ください

 

検

　診

こころの体温計でストレスを
チェック !!
　「こころの体温計」は携帯電話
やパソコンを利用して気軽にスト
レスや落ち込み度をチェックでき
るシステムです。自分だけでなく、
周りの大切な人の心の健康を守る
ために、ぜひご利用ください。
パソコンの人はこちらのアドレス
からご利用いただけます。
ＨＰ https://fishbowlindex. jp/
ishioka/

Check
  here!

ヘルスメイトの予防食発表会
～調理のポイント、レシピの紹介～

健康のことを考えた薄味でもおいしい食事
　食生活改善推進員（ヘルスメイト）は「私たちの健康は私
たちの手で」をスローガンに、地域で食生活改善に関する調
理実習などを開催している全国的なボランティア団体です。
　１年間の活動のまとめに、推進員が考えた献立を皆さんに
試食してもらう予防食発表会を行います。
　調理のポイントやレシピもご紹介するので毎日の食事の参
考にしていただけると嬉しいです。体に優しい味付けで、愛
情たっぷりの手作り料理をぜひお召し上がりください。

日時　２月 27日（金）　
　　　午前 11時～午後１時（10時 40分～ 11時受け付け）
場所　八郷保健センター 
持ち物　筆記用具　　　　　　定員　30人（先着） 
参加費　無料
申込方法　２月 20日（金）までに、電話または直接、八郷
保健センターにお申し込みください。

１９　広報いしおか２月１日号  №２２４

健
康
ガ
イ
ド



波
洗
う
高
浜
と
古
代
の
ハ
イ
テ
ク

　

今
か
ら
２
万
年
前
、
地
球
は
最
後

の
氷
河
期
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
こ

の
と
き
海
面
は
約
１
５
０
ｍ
も
低
下

し
、
現
在
豊
か
な
漁
場
を
作
っ
て
い

る
大
陸
棚
と
呼
ば
れ
る
緩
や
か
な
海

底
地
形
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
恋
瀬
川

や
桜
川
は
低
い
海
面
め
ざ
し
て
深
い

谷
を
作
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
土
浦
入

り
を
流
れ
て
い
た
鬼
怒
川
は
、
こ
の

こ
ろ
現
在
の
鬼
怒
川
筋
に
流
れ
を
変

え
ま
し
た
。

　

縄
文
時
代
に
な
る
と
次
第
に
温
暖

な
気
候
と
な
り
、
海
面
が
上
昇
し
て

き
ま
し
た
。
谷
に
は
奥
ま
で
海
が
入

り
込
み
ま
す
。
６
５
０
０
年
前
に
最

も
広
が
っ
た
縄
文
の
海
で
は
、
縄
文

の
人
た
ち
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
伝
え

る
貝
塚
が
沿
岸
の
各
地
に
作
ら
れ
ま

し
た
。
市
内
で
も
井
関
、
東
田
中
、

染
谷
に
貝
塚
が
残
っ
て
い
ま
す
。
大

量
の
土
砂
を
も
た
ら
す
鬼
怒
川
の
川

筋
か
ら
外
れ
た
た
め
、
入
江
は
海
面

と
し
て
残
り
続
け
ま
す
。

　

縄
文
の
海
は
奈
良
・
平
安
時
代
に

な
っ
て
も
あ
り
ま
し
た
。
奈
良
時
代
初

め
に
記
さ
れ
た
「
常
陸
国
風
土
記
」
に

は
流う

み海
と
し
て
記
録
さ
れ
、
高
浜
の
海

は
四
季
折
々
風
光
明
媚
で
人
々
が
集

い
楽
し
み
、
夏
に
は
浜
で
涼
む
様
子
が

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
府
に
も
近
く
、

名
所
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
「
縄
文
の
海
」
を
埋
め
て
発
達
し

た
低
地
に
は
今
で
は
美
田
が
拓
か
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
深
い
谷
地
形

を
埋
め
た
軟
弱
な
地
層
は
不
安
定
な

地
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
海
の

波
が
台
地
を
削
っ
た
急
な
崖
に
も
災

害
へ
の
注
意
が
必
要
で
す
。

　

奈
良
時
代
に
、
国
府
の
置
か
れ
た

石
岡
に
は
、
役
所
や
寺
、
国
府
直
営

の
工
房
（
鹿
の
子
遺
跡
）
が
建
設
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
必
要
と
さ
れ

る
瓦
や
鉄
の
生
産
は
朝
鮮
半
島
か
ら

伝
え
ら
れ
た
当
時
最
新
の
高
度
な
技

術
で
し
た
。瓦
谷
の
瓦
塚
窯
跡
で
は
、

大
規
模
な
瓦
窯
の
跡
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
。
瓦
を
作
る
た
め
に
は
、
技

術
だ
け
で
な
く
原
料
の
粘
土
は
も
ち

ろ
ん
、
窯
を
築
く
土
と
、
適
し
た
斜

面
、
風
の
通
る
地
形
や
大
量
の
薪
を

供
給
す
る
森
が
必
要
で
す
。
ま
さ
に

「
地
の
利
」
を
上
手
に
使
っ
て
い
ま

す
。
同
じ
頃
、
市
内
で
は
硬
く
焼
き

締
め
た
器
（
須
恵
器
）
や
鉄
作
り
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
粘
土
や
砂

鉄
と
い
う
地
層
の
恵
み
と
森
の
恵
み

で
す
。

　

次
回
は
地
球
の
今
と
未
来
を
訪
ね

ま
す
。

筑
波
山
地
域
を
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
！

　
　～
い
し
お
か
の
大
地
の
物
語
～ 

⑥

矢野徳也
（自然公園指導員）

自然環境の調査や、学校
などでの環境教育を精力
的に活動している。

▲山王川沿いの水田の下の地層から
見つかった貝化石。上からマガキ、ヘ
ナタリ、ハイガイ。泥干潟の環境が推
定され、ハイガイは温暖な海を好む。

▲瓦塚窯跡（瓦谷地区・県指定史跡）
千年以上前の登り窯が内部もそのまま
に今でも残る。近年の発掘調査では確
認された窯が 34 基となり、全国最大
級と言われている。

 

貝
塚
を
テ
ー
マ
に
史
跡
探
訪

　
　

市
民
史
跡
め
ぐ
り
参
加
者
募
集     

　

春
の
足
音
が
聞
こ
え
始
め
ま
し

た
。
春
探
し
と
と
も
に
、
史
跡
探
訪

は
い
か
か
で
す
か
？

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
「
市
民

史
跡
め
ぐ
り
参
加
希
望
」
と
書
き
、

①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
電
話
番
号

⑤
希
望
人
数
（
１
枚
で
２
人
ま
で
）

⑥
希
望
す
る
乗
車
場
所
（
八
郷
総
合

支
所
ま
た
は
イ
ベ
ン
ト
広
場
）
を
明

記
の
上
、
文
化
振
興
課
ま
で
お
送
り

く
だ
さ
い
。

※
１
枚
で
２
人
分
を
申
し
込
む
場
合

は
、
必
ず
ハ
ガ
キ
に
２
人
分
の
必
要

事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

２
月
20
日
（
金
）
必
着

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
で
、

結
果
は
返
信
用
ハ
ガ
キ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

文
化
振
興
課　

☎
４
３
・１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
３
）

〒
３
１
５
・
０
１
９
５　

石
岡
市
柿
岡
５
６
８
０
番
地
１

日時　3 月８日（日）
　　　午前８時 40 分（八郷総合支所出発）
　　　　　９時 10 分（イベント広場出発）

コース　上高津貝塚ふるさと歴史の広場→
陸平貝塚公園（文化財センター）→予科練
平和記念館「雄翔館」
※歩きやすい服装でご参加ください。昼食
はご持参ください。コースは都合により変
更になる場合があります。

参加費無料！ 60 人限定！
※市内在住、在勤している人が対象です。

学　ぶ
歴史

広報いしおか２月１日号  №２２４　２０



か
が
や
き

の　
未来を拓

ひ ひ

く　
男 ひ
ひ
と
女 ひ
ひ

職
員
が
長
く
続
け
ら
れ
る

　

働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
目
指
し
て

ハ
ー
モ
ニ
ー
コ
ー
ナ
ー

　

今
回
は
、
茨
城
県
内
の
中
小
企
業

で
初
め
て
「
く
る
み
ん
（「
子
育
て

に
や
さ
し
い
企
業
」・
厚
生
労
働
大

臣
認
定
）」
の
認
定
を
受
け
た
社
会

福
祉
法
人
泰
仁
会 

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
や
さ
と
の
髙
城 

裕
施
設
長

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。泰
仁
会
は
、

事
業
所
内
託
児
所
や
各
種
休
暇
制
度

の
整
備
な
ど
子
育
て
支
援
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
る
介
護
老
人
福
祉
施
設

で
す
。

　

そ
の
先
進
性
が
評
価
さ
れ「
均
等
・

両
立
推
進
企
業
表
彰（
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

フ
レ
ン
ド
リ
ー
企
業
部
門
）
茨
城
労

働
局
長
優
良
賞
」
な
ど
、
数
々
の
表

髙
城 

裕
さ
ん
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
さ
と
施
設
長
）

▲育児休暇を取ったことは、家族や周りの職
員への感謝につながったと話す髙城さん

彰
を
受
け
て
い
ま
す
。
髙
城
さ
ん
自

身
も
昨
年
６
月
に
一
週
間
の
育
児
休

暇
を
取
得
。
一
歳
半
の
女
の
子
を
育

て
る
「
現
役
の
パ
パ
」
で
す
。

―
―
様
々
な
支
援
制
度
を
整
備
す
る

中
で
、
経
営
者
の
目
線
か
ら
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

髙
城
さ
ん　

重
要
な
の
は
、「
制
度

を
作
る
こ
と
」
で
は
な
く
、「
制
度

が
使
わ
れ
る
こ
と
」。
泰
仁
会
で
は
、

性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
を
持
つ
職

員
に
対
し
て
は
、
育
児
休
暇
な
ど
の

制
度
に
つ
い
て
一
人
ひ
と
り
面
談
で

説
明
し
て
い
ま
す
。
最
近
、
注
目
さ

れ
て
い
る
「
イ
ク
ボ
ス
※
」
と
い
う

言
葉
の
と
お
り
、
組
織
の
ト
ッ
プ
の

役
割
と
し
て
「
誰
も
が
用
意
さ
れ
た

制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
や
雰
囲
気
を
作
る
こ
と
」
は
大
切

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
実
際
、
職
員
の
人
た
ち
は
ど
の

よ
う
に
制
度
を
利
用
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

髙
城
さ
ん　

職
員
は
、
上
司
や
同
僚

と
相
談
し
、
仕
事
の
調
整
を
し
な
が

ら
必
要
な
制
度
を
利
用
し
て
い
ま

す
。
私
自
身
も
、
育
児
休
暇
を
取
る

時
は
、
周
り
の
職
員
と
十
分
に
話
し

合
い
ま
し
た
。
当
た
り
前
で
す
が
、

不
在
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
仕
事

を
カ
バ
ー
し
て
も
ら
う
訳
で
す
か
ら

ね
。
そ
も
そ
も
、子
育
て
に
限
ら
ず
、

突
発
的
に
仕
事
を
休
ま
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
、
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る

こ
と
で
す
。
ど
の
よ
う
な
状
況
に
も

柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る
組

織
を
作
る
た
め
に
は
、
日
頃
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
お

互
い
の
仕
事
を
理
解
し
て
お
く
こ
と

が
必
要
な
ん
で
す
。
ひ
い
て
は
、
職

場
全
体
が
一
つ
に
な
り
、
お
客
様
に

満
足
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
施
設

に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
信
じ
て
い
ま

す
。

―
―
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進

に
お
い
て
、
今
後
の
目
標
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

髙
城
さ
ん　

子
を
持
つ
職
員
に
限
ら

ず
、
誰
も
が
長
く
安
心
し
て
、
健
や

か
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
企
業
が
目

標
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
職
員
の
声
に

耳
を
傾
け
て
、
よ
り
良
い
職
場
環
境

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

※
部
下
の
育
児
参
加
に
対
し
て
理
解

の
あ
る
上
司

日
に
ち　

２
月
28
日
（
土
）・
３
月

１
日
（
日
）
の
２
日
間

場
所　

国
府
地
区
公
民
館

内
容

　公
民
館
同
好
会
と
公
民
館
主

催
授
業
の
講
座
受
講
生
に
よ
る
作
品

展
示
・
実
技
発
表

日
程

28
日
（
土
）

❖
作
品
展
示

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

❖
実
技
体
験　

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

❖
実
技
発
表

・
ヘ
ル
ス
体
操
す
ず
ら
ん　
　

　

午
前
10
時
～
10
時
25
分

・
カ
ン
タ
ー
レ
ひ
ば
り
（
オ
カ
リ
ナ
）

　

午
前
10
時
30
分
～
10
時
55
分

・
国
府
太
極
拳

　

午
前
11
時
～
11
時
25
分

・
チ
ト
セ
会
（
カ
ラ
オ
ケ
）

　

午
前
11
時
30
分
～
11
時
55
分

・
大
正
琴
同
好
会　

　

午
後
１
時
～
１
時
25
分

・
練
功
十
八
法
同
好
会
（
体
操
）

　

午
後
１
時
30
分
～
１
時
55
分

・
フ
ラ
ガ
ー
ル
ズ
（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）

教　育
公民館

国
府
地
区

　
　

公
民
館
ま
つ
り

　

午
後
２
時
～
２
時
25
分

３
月
１
日
（
日
）

❖
作
品
展
示

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

❖
実
技
体
験　

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

❖
実
技
発
表

・
ハ
ッ
ピ
ー
ベ
ル
（
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

　

ク
ベ
ル
）　

　

午
前
10
時
30
分
～
10
時
55
分

・
ハ
ー
モ
ニ
カ
同
好
会

　

午
前
11
時
～
11
時
25
分

・
童
謡
講
座
生
有
志

　

午
前
11
時
30
分
～
11
時
55
分

・
Ｓ
Ｈ
Ｏ
‐
Ｈ
Ｅ
Ｙ
ク
ラ
ス（
ヒ
ッ

　

プ
ホ
ッ
プ
）

　

午
後
１
時
10
分
～
１
時
25
分

・
清
藤
会
（
舞
踊
）

　

午
後
１
時
30
分
～
１
時
55
分

・
石
岡
混
声
合
唱
団

　

午
後
２
時
～
２
時
25
分

・
さ
く
ら
ん
ぼ
Ｇ
（
舞
踊
）

　

午
後
２
時
30
分
～
２
時
55
分

■
問
い
合
わ
せ

　国
府
地
区
公
民
館

☎
２
２
・
２
９
４
０

２１　広報いしおか２月１日号  №２２４



時
憶記
の

文化振興課
シリーズ109

☎43-1111
（内線1324）

　

杉
ノ
井
遺
跡
は
、
石
岡
地
区
杉
の

井
か
ら
杉
並
に
か
け
て
存
在
す
る
遺

跡
で
す
。
平
成
10
年
の
店
舗
建
設
に

伴
う
発
掘
調
査
で
は
、
平
安
時
代
の

竪
穴
住
居
跡
41
軒
な
ど
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
ア
パ
ー
ト
や
個
人
住
宅

建
設
に
伴
い
複
数
地
点
で
試
掘
調
査

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
新
た
に
竪
穴
住

居
跡
が
見
つ
か
り
、
集
落
の
広
が
り

が
少
し
ず
つ
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
性
格
の
分
か
ら
な
い

も
の
も
見
つ
か
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、

写
真
の
溝
跡
で
す
。

発
見
さ
れ
た
の
は

遺
跡
の
北
側
で
、
溝

跡
だ
け
が
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
溝
の
幅

は
1.5
ｍ
で
、
深
さ
は

40
㎝
程
度
。
埋
ま
っ

て
い
る
土
の
途
中

に
は
踏
み
固
め
た
よ
う
な
面
が
確
認

で
き
た
こ
と
か
ら
、
溝
が
埋
ま
っ
て

い
く
過
程
で
、
道
路
と
し
て
利
用
さ

れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

で
は
、
い
つ
の
時
代
の
も
の
で
、

ど
こ
に
向
か
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
溝
跡
か
ら
は
、
奈
良
・
平
安
時

代
の
土
器
や
瓦
の
破
片
が
出
土
し
て

い
ま
す
が
、小
さ
な
も
の
ば
か
り
で
、

時
期
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
、
溝
は
30
ｍ
以
上

に
わ
た
っ
て
南
北
方
向
に
走
っ
て
い

ま
す
が
、
ど
こ
に
向
か
っ
て
い
る
の

か
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

杉
ノ
井
遺
跡
を
囲
む
区
画
溝
だ
っ

た
の
か
、
そ
れ
と
も
他
の
集
落
を
つ

な
ぐ
道
路
跡
だ
っ
た
の
か
、
ま
だ
分

か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
溝

跡
は
発
見
さ
れ
た
ば
か
り
。
今
後
の

調
査
の
進
展
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

図
書
館
つ
う
し
ん

■ 

問
い
合
わ
せ　

石
岡
市
立
中
央
図
書
館 

☎
２
４
・
１
５
０
７

中
央
図
書
館 

２
階
視
聴
覚
室

《
２
月
の
お
は
な
し
玉
手
箱
》

・
７
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

《
２
月
の
お
は
な
し
会
》

・
21
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
か
ら

中
央
公
民
館

《
２
月
の
お
は
な
し
フ
レ
ン
ズ
》

・
14
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
か
ら

◎
対
象
は
、
幼
児
か
ら
小
学
校
中

学
年
程
度
で
す
。
時
間
は
お
よ
そ

30
分
で
す
。

ＨＰ

http://lib.city.ishioka.lg.jp/

郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー

　

石
岡
市
や
茨
城
県
に
関
す
る
資
料

を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
地
元
の
歴
史

や
地
名
の
由
来
な
ど
、
新
た
な
発
見

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
２
階
の

郷
土
資
料
コ
ー
ナ
ー
で
、
調
べ
学
習

な
ど
に
利
用
く
だ
さ
い
。

借
り
た
い
本
を

　
　
　
　
　

取
り
寄
せ
ま
す

　

借
り
た
い
本
が
図
書
館
に
な
く
て

も
、
県
立
図
書
館
や
他
市
町
村
の
図

書
館
か
ら
取
り
寄
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
、
中
央
図
書
館
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲杉ノ井遺跡の溝跡

休館日

２月
２日
９日
16日
23日
26日

開館
延長日

２月
５日
12日
19日

　作者は、石岡市在住の漫画家オダ・シゲ氏（本名：長
田重親）。公益社団法人日本漫画家協会（ちばてつや理事
長）の第 43回日本漫画家協会賞特別賞を受賞しました。
「1万 3700 回を越える長期連載。日常生活の中に特に小
動物達にも温かい目をむけている」ことが評価されてい
ます。受賞を記念して、作者自選による 100 作を収録し
た「とっておき　まんまる団地」が出版されました。

「まんまる団地」
1975年に連載を開始。2014年
１月29日に掲載１万3616回を
迎え、日刊全国紙連載４コマ漫画
で最長を記録。

図
書
館
利
用
カ
ー
ド

　
　
　
　

有
効
期
限
は
３
年

　

期
限
が
近
づ
い
た
り
過
ぎ
た
人
に

は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
更
新
手
続
き
の

案
内
を
し
て
い
ま
す
。
住
所
な
ど
が

確
認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
カ
ー
ド
は
そ
の
ま
ま
使
用
で
き

ま
す
。

　

更
新
の
案
内
を
受
け
て
か
ら
、
２

か
月
以
内
に
更
新
を
し
な
い
場
合

は
、
貸
出
な
ど
の
制
限
が
あ
り
ま
す

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

近
年
の
調
査
成
果
か
ら

杉
ノ
井
遺
跡

▲杉ノ井遺跡の溝跡

広報いしおか２月１日号  №２２４　２２

図書のご案内



　

 　
　

 　

 

国　

府　

島
田
雪
う
さ
ぎ

香
り
豊
か
な　

味
噌
汁
ひ
と
つ

　

思
い
出
す
の
は　

母
の
味

貝　

地　

前
島　

く
に
子

卆
寿
過
ぎ
て
も　

秋
ソ
バ
打
っ
て

　

囲
む
我
が
家
の　

年
の
暮
れ

　

 　
　

 　

 　

柿　

岡　

野
口
由
紀
子

葉
陰
く
ろ
ぐ
ろ　

千
年
杉
の

　

枝
で
う
た
た
ね　

秋
ア
カ
ネ　

　

 　
　

 　
　

 

下　

林　

白
井
冨
喜
江

小
春
日
和
に　

香
り
で
わ
か
る

　

菊
に
佇

た
た
ずむ　

白
い
杖　

　

 　
　

 　
　

杉　

並　

助
川　

浩
史

残
る
人
生　

日
々
平
安
に　

　

元
気
印
で　

暮
ら
し
た
い

　

 　
　

 　
　

 

国　

府　

坂
下　

蜻
蛉

香
る
菊
花
も　

紅
葉
も
終
わ
り

　

琴こ
と
じ柱

灯
籠　

冬
支
度　

　

 　
　

 　

府　

中　

小
川
野　

蛙

憂
う
阿
修
羅
の　

眼
差
し
深
く

　

狂
う
大
和
の　

天
と
土

　

 　
　

 　

 　

東
石
岡　

惣
野
代
英
子

不
平
不
満
は　

口
に
は
出
さ
ず

　

丸
く
お
さ
め
る　

出
来
た
嫁

　

大
人
の
社
会
科
見
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　

助
川　

浩
史

　

石
岡
ハ
ー
モ
ニ
ー
ネ
ッ
ト
が
結
成

さ
れ
て
十
六
年
に
な
る
と
い
う
。
こ

の
団
体
を
知
っ
た
の
は
三
年
程
前
の

こ
と
で
、
今
は
そ
の
一
員
で
あ
る
。

こ
の
会
は
「
男
女
共
同
参
画
を
目
指

し
、
食
、
子
育
て
、
国
際
交
流
、
情

報
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
動
す

る
グ
ル
ー
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

旗
の
も
と
活
動
し
て
い
る
。
二
十
六

年
度
は
八
月
に
市
民
会
館
に
て
映
画

「
天
心
」
を
主
催
し
て
約
７
０
０
人
の

市
民
の
方
に
鑑
賞
し
て
頂
い
た
。

　

十
一
月
に
は
「
大
人
の
社
会
科
見

学
」
を
企
画
さ
れ
た
。
今
回
は
羽
鳥

に
あ
る
「
カ
ゴ
メ
」
と
茨
城
空
港
の

「
そ
・
ら
・
ら
」
を
見
学
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
会
員
と
一
般
参
加
者
約
30

名
は
市
の
バ
ス
で
移
動
し
た
。

　
「
カ
ゴ
メ
」
で
は
ビ
デ
オ
上
映
に
よ

る
説
明
後
、
２
班
に
分
か
れ
ラ
イ
ン

を
見
学
し
た
。
こ
れ
は
当
然
の
こ
と

で
あ
る
が
、
食
品
を
扱
う
会
社
と
し

て
清
潔
な
工
場
で
あ
る
。
ピ
カ
ピ
カ

な
タ
ン
ク
と
パ
イ
プ
が
無
数
に
あ
り
、

そ
こ
に
ジ
ュ
ー
ス
等
が
流
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
約
40
分
の
工
場
見
学
は

楽
し
め
た
。
数
多
い
製
品
の
試
食
は

腹
一
杯
、
記
念
写
真
も
プ
レ
ゼ
ン
ト

さ
れ
た
。

　

空
の
え
き
「
そ
・
ら
・
ら
」
で
は

話
上
手
な
駅
長
の
説
明
を
聞
い
て
、

予
約
し
て
あ
っ
た
弁
当
を
頂
き
、
ユ

ニ
ー
ク
な
建
物
に
あ
る
売
店
で
買
い

物
を
し
て
帰
路
に
着
く
。

　

 　
　
　
　

 

泉　

町　

藤
岡
み
つ
子

霜
深
き
朝
の
小
道
を
子
ど
も
等
の
ラ

ン
ド
セ
ル
行
く
く
つ
お
と
立
て
て

　

 　
　

 　
　

 

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

手
づ
く
り
の
栞
う
つ
く
し
送
り
来
し
は

六
十
五
年
前
の
教
へ
子

　
 　

　

 　
　

 

東
石
岡　

長
谷
部
ミ
イ

透
き
と
お
る
瑞
々
し
さ
よ
凛
と
し
て
美

し
き
か
な
十
月
ざ
く
ら

若　

宮　

今
川　

武
男

八
十
路
越
え
今
日
も
良
き
日
や
秋
深
し

若　

松　

城
下　
　

稔

肝
心
は
生
き
て
ゆ
く
こ
と
寒
桜

石　

岡　

前
川　

豊
美

子
に
少
し
長
め
の
電
話
冬
に
入
る

東
光
台　

森　

ま
さ
え

ク
リ
ス
マ
ス
空
飛
べ
さ
う
な
箒
買
ふ

北
府
中　

野
村
畝
津
子

板
に
付
く
白
菜
漬
も
嫁
の
座
も

俳　
　

句

文
化
協
会
だ
よ
り

市
民
ず
い
ひ
つ

　

 　
　

 　
　

 

東
光
台　

内
田
千
代
子

日
の
暮
れ
に
い
ま
だ
に
早
き
窓
ま
ど
の

明
り
が
点
る
介
護
施
設
は

　

    　

 　
　

  

石　

岡　

外
川
な
を
み

庭
仕
事
滞
り
な
く
為
し
終
え
て
大
空
仰

ぎ
深
呼
吸
す
る

短　
　

歌

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

や
さ
と
俳
句
会

　
　
　
　

   　

  

柿　

岡　

野
村　

京
子

聖
夜
の
灯
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
青
と
も
す

　

 　
　

 　
　

   

柿　

岡　

松
田
と
く
子

仕
合
せ
は
「
今
こ
こ
」
に
あ
り
納
め
句

座
　

 　
　

 　
　

 

瓦　

谷　

萩
原　

梨
郷

余
生
と
は
未
だ
あ
る
未
来
冬
帽
子

石
岡
短
歌
同
好
会

八
郷
短
歌
会

　

 　
　

 　
　

 
片　

野　

小
野
瀬
も
と

腰
痛
に
耐
え
き
れ
ず
雑
巾
が
け
を
止
め

先
ず
ひ
と
休
み
小
春
の
光　
　
　

　

 　
　

 　
　

 

柿　

岡　

小
林　

渥
子

軽
き
も
の
お
の
づ
と
選よ

る
は
い
つ
よ
り

か
外そ

と
で出

の
バ
ッ
グ
財
布
靴
さ
へ

　

 　
　

 　
　

 

山　

崎　

鈴
木　

菫

軽
や
か
な
庭
師
の
動
き
に
庭
木
々
の
形
整

う
師
走
の
ひ
と
日

俚　
　

謡

投
稿
作
品

石
岡
俚
謡
会

　

 　
　

 　
  

小　

倉　

植
木　

和
昭

農
作
物
す
べ
て
安
値
に
叩
か
れ
ど

農
は
捨
て
ま
じ
野
垂
れ
死
す
と
も

　
　
　
　
　

東
成
井　

小
島　

せ
ん

臼
杵
の
姿
は
い
ず
こ
納
屋
の
隅

餅
搗
き
機
具
は
電
力
と
な
る

　

 　
　

 　
　

 

山　

崎　

荒
井　

幸
子

老
ひ
た
れ
ば
日
が
な
犬
と
て
た
だ
眠
る

我
が
家
に
来
た
り
て
早
や
十
九
年

　

 　
　

 　
　

 

山　

崎　

鈴
木　

君
江

夕
映
え
の
西
空
を
ゆ
く
ひ
と
群
の
野
鳥

も
家
族
を
守
り
て
ゆ
か
む

　

平
成
27
年
、
昭
和
な
ら
90
年
に
な

る
今
年
も
す
で
に
一
か
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。
ま
さ
に
厳
寒
の
毎
日
の
連
続

で
す
が
、
お
陰
様
で
私
ど
も
石
岡
市

文
化
協
会
会
員
一
同
も
、
年
度
末
に

向
け
て
元
気
で
活
躍
を
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
当
協
会
も
会
員
の
高

齢
化
や
新
入
会
員
の
減
少
な
ど
悩
み

が
な
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
今

は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
や
趣
味

の
多
様
化
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
、

日
本
古
来
の
文
化
に
対
す
る
興
味
が

薄
ら
い
だ
感
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
文
化
協
会
所
属
の
い
く
つ

か
の
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
や

活
動
状
況
を
紹
介
す
る「
一
日
体
験
」

を
昨
年
に
引
き
続
き
実
施
い
た
し
ま

す
。
詳
細
は
後
日「
広
報
い
し
お
か
」

や
折
込
チ
ラ
シ
な
ど
で
ご
案
内
い
た

し
ま
す
が
、来
月
の
３
月
15
日
（
日
）

に
中
央
公
民
館
へ
足
を
お
運
び
い
た

だ
き
、
私
た
ち
と
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
越

し
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

石
岡
市
文
化
協
会 

　
　
　
　
　
　
　

会
長 

内
山 

侑
一

文
芸
い
し
お
か

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
作
品
（
俳
句
・

短
歌
・
俚
謡
・
市
民
ず
い
ひ
つ
）
を
募
集

し
ま
す
。
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
送
付
先　

〒
３
１
５
─８
６
４
０

石
岡
市
石
岡
一
丁
目
１
番
地
１

石
岡
市
役
所
市
長
公
室
秘
書
広
聴
課
「
文

芸
い
し
お
か
コ
ー
ナ
ー
」
係
ま
で

２３　広報いしおか２月１日号  №２２４



人見知りもなく誰にでも可愛
い笑顔を振りまいている自慢
の娘です。健康で思いやりの
ある子でいてね。

仲野谷 桃
もも か

香ちゃん（７か月）
  　　 　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　山崎                     

　わが家のアイドル（未就学
児）を募集しています！お子
さんの成長の記念にいかがで
すか？
　掲載を希望する人は、秘書
広聴課にご連絡ください。市
のホームページ（広報いしお
か→わが家のアイドル申請用
紙）からも申込用紙をダウン
ロードできます。

■問い合わせ　秘書広聴課
☎ 23-1111（内線 213）
     http://www.city.ishioka.lg.jp/ＨＰ

　　　　　　　　　    　
　                            　　東光台３
濃いまゆげがチャームポイント
です。ごはんをモリモリ食べま
す。

小堀 誉
ほま れ

怜ちゃん（８か月）

わが家のアイドル

平成27年2月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1
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〈表紙の写真〉
「おかえり」
「気を付けて帰ってね」
下校時の子どもたちを優しい声で迎えます。エンゼルパトロール会
員の皆さんは、散歩をしながら子どもたちや地域の安全を見守るボ
ランティア活動を行っています。

　

い
し
お
か
元
気
イ
ベ
ン
ト
実
行
委

員
会
で
は
、
御
幸
通
り
・
中
町
・
香

丸
町
・
金
丸
町
・
守
木
町
・
国
分
町

な
ど
の
商
店
を
中
心
に
「
い
し
お
か

雛
巡
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　期
間
中
は
、
雛
人
形
や
吊
し
雛
な

ど
を
お
店
に
飾
り
、
来
訪
す
る
人
た

ち
を
も
て
な
し
の
心
で
迎
え
ま
す
。

　

な
お
、
期
間
中
は
、
御
幸
通
り
酒

場
め
ぐ
り
（
詳
し
く
は
、
広
報
い
し

お
か
２
月
15
日
号
掲
載
）
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
も
実
施
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

出
で
く
だ
さ
い
。

期
日

２
月
14
日
（
土
）
〜
３
月
３

日
（
火
）

場
所　

中
心
市
街
地
商
店
街

■
問
い
合
わ
せ

　

石
岡
商
工
会
議
所

☎
２
２
・
４
１
８
１

第
９
回
い
し
お
か
雛ひ
な

巡
り

第
10
回

　「柿
岡
の
雛
ま
つ
り
」

　今
年
は
10
周
年
を
迎
え
、
子
ど
も

も
大
人
も
力
が
入
り
ま
し
た
。
手
作

り
の
ぬ
く
も
り
い
っ
ぱ
い
の
作
品
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

展
示
日
時　

２
月
18
日
（
水
）
〜
３
月
３
日
（
火
）

午
前
９
時
〜
午
後

５
時

場
所　

中
央
公
民

館
ロ
ビ
ー

※
月
曜
日
休
館

展
示
内
容

　

和
紙
人
形
・
ち
り
め
ん
・
創
作
雛
人

形
作
り
同
好
会
の
作
品
、
八
郷
地
区

の
幼
稚
園
・
保
育
園
・
保
育
所
の
園

児
に
よ
る
雛
ま
つ
り
作
品
展
示

体
験
会
（
有
料
・
要
予
約
）

・
２
月
19
日
（
木
）
和
紙
ミ
ニ
ミ
ニ

雛
人
形

・
２
月
21
日（
土
）ち
り
め
ん
細
工「
犬

張
子
」

雛
の
つ
ど
い

　２
月
22
日
（
日
）

野
だ
て 

午
前
10
時
か
ら
、
ロ
ビ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
「
雛
ま
つ
り
ラ
イ
ブ
・
高

田
梢
枝
」
午
後
２
時
か
ら
（
無
料
）

こ
ど
も
雛
ま
つ
り

３
月
１
日
（
日
）

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
和
紙
雛
・
ま

ゆ
雛
・
凧
・
竹
と
ん
ぼ
な
ど
）

・
つ
ど
い
（
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
を
計

画
し
て
い
ま
す
） 

午
後
２
時
か
ら

※
外
庭
テ
ン
ト
村
で
、
焼
き
そ
ば
・

常
陸
牛
入
り
カ
レ
ー
を
販
売
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

柿
岡
地
区
公
民
館
（
担
当  

恒つ
ね
ひ
ろ広
）

☎
０
９
０
・
４
１
２
１
・
８
５
６
０
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